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補章２ 経済産業省中間報告 
 
AIを活用した職業情報の提供可能性 

-求人票のビッグデータから見る職業-  
 
 
 
 

 

経済産業省 産業人材政策室 

 
 
 
 
 
 
 

ポイント
 今回のニーズ調査の結果をふまえても、ユーザーに使われるための職業情報には、「情報の鮮度」お
よび「時代変化への柔軟な対応」が求められると考えられる。

 情報の更新にはコスト（時間、費用、人手）がかかり、米国O*NETにおいてもこの点が課題に
なっているが、本実証は、最新技術のAIを活用し、世の中に存在する求人票（ビッグデータ）を分
析する事でどこまで自動化できるかという点で先進的な試み。

 求人票に含まれる情報を所定の前提を置いて分析した結果、職業の①タスク②年収③職業間
の相関等について、一定の示唆を得ることができた。

 第４次産業革命によって、世の中の仕事の半数がなくなると言われるような激しい変化の中、引
き続き人が介在する情報提供も必要である一方で、最新技術を活用する事で、コストを抑えなが
らもリアルタイム性の高い情報の「見える化」を行っていくことが望ましいのではないか。
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1-1. 実証の目的と概要

 労働市場における、最適な人材移動（採用／転職・再就職）の実現のために、「働き手の情報」「職業の情報」を
企業・働き手双方に行きわたらせる。

 職業情報、資格情報等を総合的に提供する新たな職業情報データベースの構築を通じて、各種情報の「見える化」
と効果的なマッチングを図り、雇用の流動化を推し進める。

 変化に対応しながら「職業の情報」を提供し続けるために民間の最先端技術を最大限活用し、「鮮度の高い」 情報
を「常に更新」し、「蓄積」していく仕組みの構築。

 文書解析技術等により効果的・効率的に職業情報を更新し、標準化された職業情報を提供していく手段を検討・実
証することで、企業・求職者双方にとって活用しやすい情報提供のあり方の模索。

 インターネット上で公開されている最新の求人データ、その他の職業データの自動収集。
 ＡＩ（文書解析技術）を用いた膨大な求人データの分析、および標準的な職業情報モデルの自動生成。
 企業による妥当性の評価。（今後実施予定）

実証の概要

実証の目的

 
 

1-2. 求人・求職者の動向
雇用指標は堅調に推移
明確な売り手市場で転職する動きは加速する見込み

1
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過去1年に離職・転職をした人は、就業者全体の4.3%程度と少ない
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アメリカは転職したことがない人の割合が27.3%に対して、日本は54.2%と転職しない人が多い（内閣府調査による）対比

 
 

1-4. 転職活動の方法

厚労省 平成27年転職者実態調査の概況を基にパソナテックが作成

ハローワークや民間サービスを利用した転職が6割を超える

41.4

45.7

46.6

41.0

39.0

46.7

43.2

46.8

38.7

35.0

34.2

18.8

10.6

10.2

26.2

26.5

21.5

18.0

18.8

13.4

11.0

3.4

24.2

6.6

24.5

24.9

24.2

25.5

23.0

34.2

27.0

18.4

9.0

13.6

-

17.1

19.5

16.2

17.5

10.9

9.4

12.7

6.2

2.6

2.1

19.3

1.1

2.7

0.7

2.1

1.7

2.6

3.4

3.6

1.7

6.2

6.6

3.4

2.5

4.0

5.7

4.5

8.2

6.0

16.5

22.7

27.7

1.5

23.1

25.8

26.7

27.5

31.4

29.1

26.9

29.8

25.5

11.1

15.2

12.0

8.4

12.3

9.0

8.1

9.2

15.7

14.7

15.5

1.4

11.7

2.5

0.9

0.3

0.7

1.9

0.6

2.8

1.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

年齢別 転職活動の方法（複数回答）

ハローワーク等
の公的機関

民間の職業紹介 求人情報誌・新聞・チラシ

企業のホームページ 企業訪問 出向・会社の斡旋

縁故 その他 不明

29.9

44.0

43.0

50.6

36.5

28.0

6.5

8.9

18.2

17.3

30.6

45.9

29.4

24.3

25.1

24.9

23.3

19.4

5.8

8.4

16.3

11.5

18.7

30.3

0.3

1.9

2.5

1.0

2.7

3.4

6.2

4.9

3.6

6.0

8.9

7.7

36.5

29.1

31.2

28.7

23.6

21.1

11.3

12.8

7.0

9.2

11.1

16.8

0.6

1.7

1.4

1.5

1.3

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

高等学校

専修学校（専門課程）

高専・短大

大学

大学院

最終学歴別 転職活動の方法（複数回答）

ハローワーク等
の公的機関

民間の職業紹介 求人情報誌・新聞・チラシ

企業のホームページ 企業訪問 出向・会社の斡旋

縁故 その他 不明

 
  

資料シリーズNo.203

独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）



－121－ 

1-5. 人材流動化の現状

リクルート 2025年働くを再開発する時代がやってくる。より引用

○企業は収益性が求められる中、求める人材要件はより
高度になってきている。
○個人は柔軟な働き方や未経験でも可能な仕事を求め
る傾向が強くなってきている。

企業・個人間のミスマッチを少なくするため、標
準的な職業モデルが必要

 
 

2-1. 技術実証 -求人情報の収集-

2-1-1. 求人情報の収集方法
2-1-2. 求人情報の収集対象
2-1-3. Webクローリング実証工程と前提条件
2-1-4. 実証結果-求人情報の収集-
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今回、Webクローリングの技術実証を実施

1. Webクローリング

2. データ提供

2-1-1. 求人情報の収集方法

 
 

2-1-2. 求人情報の収集対象

人材サービス会社民間求人サイト

・現在募集中の求人データ
・勤務地は都市圏中心

・過去５年分の求人データ
・AIの学習データとして必須

・現在募集中の求人データ
・日本全国の求人データ

Webクローリング データ提供 その他

 対象職業「ITコンサルタント」「プログラマー」「インフラエンジニア」
「ヘルプデスク」「セキュリティエンジニア」

 職業選定理由
今後、ITの高度化・多様化が進むことで、IT人材の需要は引き続き高くIT人材の獲得はより難しくなると考えられる。また、

技術の変化が激しく職業に求められる要件も変化が激しい事が予想される。実証では、IT系職業のうち、上流から下流、ユー
ザー対応まで広く対象とし、代表的な職種やニーズが高まっている職業を対象とした。
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2-1-3. Webクローリング実証工程と前提条件
Webクローリング実施工程

・事前に許諾を得た求人サイトで事前調整のもと、収集元の過負荷を考慮してWebクローリング
を実施

Webクローリング実施の条件

Web
クローリングツー

ル

求人サイト
HTML
(多数)

1 2

3

GZIP

HTML
(多数)

HTML

4
5

6
1. Webクローリングツールでクロール条件を設定
2. 1サイト（求人サイト）を起点にクロール開始
3. サイト内のリンクを辿りながらクロールを実行
4. クロール結果のHTMLをGZIP形式で取得
5. GZIPを解凍 （今回は手動で実行）
6. 検証に必要なHTMLを抽出 （今回は手動で実行）

HTTP

HTTP

 
 

2-1-4. 実証結果-求人情報の収集-
インターネット上で公開中の求人データの高速自動収集に成功

AI

へ
読
込
ま
せ

デ
ー
タ
分
析
・
加
工（
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
）

データ収集人材サービス
会社

【実績】収集スピード
10万件で約8時間

Webクローリング
民間求人サイト

データ取得
（手動）

加工後データ数

（理由）
セッション保持が必要なサイトのた
め、クローリング不可

１回目
３万件

２回目
２万件

加工前データ数

デ
ー
タ
収
集
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２－２．技術実証 -職業情報の生成-

2-2-1. 本実証で利用するAIの種類
2-2-2. AIを活用した職業情報生成の工程
2-2-3. 前提条件
2-2-4. 職業の分類 -判別結果-
2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
2-2-6. 職業の類似相関
2-2-7. 地域別の職業モデル年収

 
 

2-2-1. 本実証で利用するAIの種類
・AIとは人工知能を持つソフトウェアの総称で、種類や活用方法は様々
・代表的なAIを以下の5種類に分け、実証で活用する技術を以下に定義

「言語」のAI 「画像」のAI 「音声」のAI 「制御」のAI 「最適化や推論」
のAI

・文章を読み込み、構文を解析
（自然言語解析、形態素解
析）
用途：職業の分類
・意味のある文章を自動生成
用途：職業別の代表文生成

・画像や映像内に存在する
ものを認識
（コンピュータ・ヴィジョン）
・画像や映像を加工、生成

・音声を認識して文章に
変換
・音楽や音声を認識して
アクション
・音楽や音声を加工・出
力

・自動車や機械の制御
・家電や設備の制御
（IoT）

・検索エンジンの結果や
ネット掲載広告の最適化
・囲碁や将棋やコンピュー
タゲームの攻略
・複雑な最適化問題の
解決

本実証は言語の「AI」を活用し、
大量の求人データの文章構成を理解し、処理しながら「分け方」を自動学習する技術を用い、「職業の自動分類」を実施。その
後、同じ意味を含む文を自動でグループ化する。

代表的なAIの種類と実証で活用した技術
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2-2-2. AIを活用した職業情報生成の工程

デ
ー
タ
準
備

学
習

判別
モデル

判
別（
職
種
名
）

テ
キ
ス
ト
含
意
分
析

職
業
情
報
の
生
成

代表文,出現頻度

○○○,146
△△△,129
・・・・
・・・・

職業：ITコンサルタント
代表文を参照し
人手で作成

1回目の実証工程

１．仕事内容から職業を判別し、職種ごと分類 ２．分類済み求人データを分析し代表文を生成

2-2-4.結果１.職業の分類 2-2-5.結果２.職業別の代表文生成

 
 

2-2-3. 前提条件

２．AIによる文書解析は求人情報のうち「仕事内容」が対象です。

「グループ全部門」、そして「お客さま」をセキュリティの脅威から守るポジションです。発生したインシデント対応を指揮す
ることに加え、同対応や社内セキュリティ向上に向けた情報収集・分析と、社内への情報伝達を行い、未来に起こり得る
可能性がある脅威から情報資産を守ることも重要です。

実際に解析した仕事内容（例）
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2-2-4. 職業の分類 -判別結果-

職種名 適合率 再現率 学習データ数
ITコンサルタント 50.5% 29.1% 1,699
プログラマー 77.6% 66.3% 16,268
インフラエンジニア 61.6% 35.3% 5,389
ヘルプデスク 33.4% 47.2% 6,637
セキュリティエンジニア 50.6% 6.2% 141

①評価データ（13万レコード）のスコアリングに掛かった
時間は、5職種で約1時間40分（1職種 約20分）

考察

業務内容が明確に定義されていない場合や各社ごとに定
義が異なる場合は、適合率が下がる傾向

業務内容が明確に定義されていない新職
種の場合（学習データが少ない）は、再現率が下がる傾
向

2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
代表文 出現件数

1 ・開発要件定義 1771
2 ∟要件定義・設計 1633
3 ■設計、設計に基づく構築 1612
4 するシステム運用など 1355
5 ■システム企画開発 1260
6 ■運用設計・運用 1260
7 顧客提案をするにあたり、 1159
8 ・ＩＴ戦略立案 1036

9 プロジェクト・マネジメントをします。 926

10 ・開発及び開発マネジメント 879
11 ■要件定義から運用まで 821
12 要件定義～導入 808
13 ・システム構築業務 778
14 としてプロジェクトに参画する。 745
15 ■システム運用業務 663

代表文 出現件数

16 企画、開発、運用 640
17 ・システム企画立案 627
18 システム保守・運用 624
19 （要件定義～テスト） 614
20 【開発担当業務】 573
21 【企画・開発業務】 569
22 【業務支援システム】 567
23 ■システム企画・管理 564
24 【具体的業務業務】 564
25 ■基幹システムの開発 558
26 ・管理システム運用 558
27 経験のある方 543
28 ・上流工程に携わる 531
29 ◆課題解決へ向けての提案 529
30 ・システム運用・構築 511

ITコンサルタント

新たなシステム開発のプロジェクトやサービス開発の
プロジェクトにおいて、主に「企画」「要件定義」を行
う業務。課題解決や戦略立案を行う点で特徴が
あり、開発業務はほとんどの場合プログラマーが実
施するため、行わない。社内のプロジェクトであるこ
とは少なく、顧客のプロジェクトに課題解決しながら
企画・要件定義を行う。

1.考察
職務内容の特徴を示す単語として「要件定義」「戦
略」「プロジェクト」等が挙げられる。本職種の特徴を
とらえつつあるといえるが、学習データを増やすことに
より、さらに明確な分析結果を出せることが推測でき
る。

2.代表文から推測した、仕事内容

1. システム
2. 開発
3. 運用

代表文200位内で
出現件数が多い単語順位 順位
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代表文 出現件数

1 ・開発要件定義 7751

2 ■運用設計・運用 6232

3 ∟要件定義・設計 6006

4 するための開発 5946

5 【開発担当業務】 5053

6 ■設計、設計に基づく構築 5032

7 するシステム運用など 4703

8 ★自社サービスの開発です。 4561

9 ◇自社内開発 4375

10 などの開発、運用、保守 4237

11 ■システム企画開発 3945

12 システムの保守、開発 3769

13 （要件定義～テスト） 3526

14 企画、開発、運用 3511

15 自社システムの開発 3463

代表文 出現件数

16 開発、運用業務 3460

17 システム保守・運用 3353

18 ■サービス企画開発 3249

19 ■要件定義から運用まで 3066

20 ■システムの設計、開発 2987

21 【企画・開発業務】 2847

22 ・上流工程に携わる 2815

23 ■基幹システムの開発 2805

24 ・社内システムの開発 2792

25 ■Ｗｅｂシステムの開発 2715

26 スマートフォンアプリ開発 2697

27 企画、設計、開発 2616

28 ■同社開発システム： 2591

29 ・開発における上流工程 2562

30 ◎自社での開発業務 2525

プログラマー

サービス開発・アプリ開発、社内システム、Webシ
ステムなどの分野の違いはあるが、一連の工程の
中で開発業務を担当する。
開発したシステムの運用を含めて行う場合もある。

「開発」が際立って出現しており、開発業務にのみ
重きが置かれている職業であることが容易に推測
できた。プログラマーは学習データ件数が他職種と
比較して豊富であったため、AIの学習機能が効果
的に高まったためと推測できる。

1.考察

2.代表文から推測した、仕事内容

1. 開発
2. システム
3.運用

代表文200位内で
出現件数が多い単語

2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
順位 順位

 
 

代表文 出現件数

1 ■設計、設計に基づく構築 20191
2 ■ネットワークの構築／構築 9733

3 ■運用設計・運用 9426

4 ・インフラ構築・運用 3089

5 構築・運用・保守 2942

6 ・システム運用・構築 2632

7 ∟要件定義・設計 2526

8 ■サーバ構築・運用 2405

9 するシステム運用など 2372

10 ・システム構築業務 2023

11 システム／インフラ構築 1808

12 ◎インフラ構築業務 1807

13 ■システム運用業務 1672

14 システム基盤構築 1653

15 ■ネットワーク、サーバ運用 1566

代表文 出現件数

16 システム保守・運用 1450

17 ■要件定義から運用まで 1423

18 ・ネットワーク保守運用 1240

19 保守、運用業務 1234

20 ・開発要件定義 1231

21 としてプロジェクトに参画する。 1226

22 ■インフラ運用業務 1169

23 ・システム構築担当として、 1162

24 ◎インフラ基盤構築 1161

25 ■サーバー構築・運用 1111

26 ＜＜構築、運用環境＞＞ 1083

27 ■サーバ構築業務 1074

28 ■システムインフラ運用 1025

29 ◎インフラ運用・保守 979

30 【システムインフラ設計】 964

インフラエンジニア

ネットワーク、サーバー等のインフラや特定のシステ
ムについて、設計・構築・運用を行う業務。要件
定義は、ほとんど場合含まれず、別の職種が担当
する。また、保守業務についても、外部委託等を
行っている場合が多く、業務に含まれないことが多
い。

代表文１位，２位の結果をはじめとして、「運
用」と「構築」という単語はほぼ同頻度で出現し
ていることから、業務の比重を含めて、本業務の
特徴を示す代表文が抽出できている。

1.考察

2.代表文から推測した、仕事内容

1. 運用
2. 構築
3. システム

代表文200位内で
出現件数が多い単語

2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
順位 順位
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代表文 出現件数

1 するシステム運用など 2160

2 システム保守・運用 1764

3 ■システム運用業務 1630

4 ■社内システムの運用 1589

5 ■設計、設計に基づく構築 1426

6 ■ネットワークの構築／構築 1245

7 ■運用設計・運用 1118

8 ・管理システム運用 1109

9 ・基幹システム運用 1021

10 ・社内システム管理 899

11 ・システム運用・構築 881

12 保守、運用業務 845

13 ■社内システム担当として 816

14 構築・運用・保守 722

15 メール・電話対応 671

代表文 出現件数

16 ・社内システムの開発 669

17 社内ＳＥを担当します。 634

18 ・システム構築業務 625

19 ・ネットワーク保守運用 608

20 社内システム構築 573

21 ■システムの導入、運用 562

22 ■システム問い合わせ対応 562

23 システムの保守、開発 541

24 などの開発、運用、保守 538

25 ・社内問い合わせ対応 532

26 【具体的業務業務】 509

27 入社後の研修 497

28 ■基幹システムの開発 488

29 【システム管理担当】 483

30 ・システム運用サポート 472

ヘルプデスク

主に自社内の各種システムや社内ネットワークの
運用を行う業務。システムの設計や構築は含まれ
ず、稼働中システムの運用が主な業務。また、シス
テム利用者からの問い合わせがあれば、これに対
応する。ユーザーに近い立場で社内システム等が滞
りなく運用されている状態を維持する業務。

社内で運用を行う業務という本業務の特徴の一
つを示す代表文が抽出できている。適合率
33.4%と低いことから、今後多種多様な学習デー
タを追加することで、更に具体的で正確な代表
文が抽出されることが期待できる。

1.考察

2.代表文から推測した、仕事内容

1. システム
2. 運用
3.社内

代表文200位内で
出現件数が多い単語

2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
順位 順位

 
 

代表文 出現件数

1 ■設計、設計に基づく構築 158

2 ■セキュリティ診断（脆弱性診断） 142

3 ■運用設計・運用 123

4 ■サイバーセキュリティ対策 105

5 【セキュリティ構築運用】 105

6 【セキュリティソリューションの導入】 89

7 ■データマネジメント部について： 87

8 ■セキュリティ運用監視 81

9 ■セキュリティ診断サービス 76

10 セキュリティ診断業務 74

11 ・セキュリティ製品の運用 72
12 ■Ｗｅｂアプリケーション診断 62
13 ■セキュリティ脆弱性対応 61

14 ■ソリューション導入支援 59

15 （データセキュリティ、サイバーセキュリティ） 59

代表文 出現件数

16 ・システムセキュリティに関する対応 57

17 ■セキュリティ監視対応 56

18 ■同社でのサイバーセキュリティ： 54
19 ■ネットワークセキュリティ診断 53
20 ◆アプリケーションの脆弱性診断 53

21 ■セキュリティ脆弱性管理 51

22 ■セキュリティ脆弱性評価 49

23 ・セキュリティ対策の実施 45

24 あなたのスキルや志向・適性に応じて 40

25 するシステム運用など 39

26 セキュリティ運用…ＩＴセキュリティの運用 39

27 顧客提案をするにあたり、 39
28 ■セキュリティ製品の選定・検証・導入 38
29 ◎セキュリティ人材の育成 38

30 ■社内セキュリティ対応 37

セキュリティエンジニア

セキュリティ脆弱性の診断を行い、セキュリティ維持のた
めに必要な対策をとり、脆弱性の管理等を行う業務。
そのほか、通常時はサイバーセキュリティ対策やセキュリ
ティ製品の選定運用、監視などを行うほか、インシデン
ト発生時は、対応を行う。社内システムの運用業務と
いうよりは、顧客のセキュリティ状況を診断し、対策を
講じる業務が多い。

学習データの件数が他職種と比較して極端に少な
かったことから、仕事内容の作成に際し、人が推測す
る必要性が高まった。今後、学習データ件数を増やす
ことで、職種の特徴が強く反映された代表文生成が
期待できる。

1.考察

2.代表文から推測した、仕事内容

1. セキュリティ
2. 対応
3.脆弱性

代表文200位内で
出現件数が多い単語

2-2-5. 職業別の代表文生成 -結果-
順位 順位
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2-2-6. 職業の類似相関
業務内容の中で出現件数が多い単語から職業間の類似性を分析

 インフラエンジニア  ヘルプデスク
 セキュリティエンジニア

 ITコンサルタント
 「開発」業務が含まれる職業（類似職業）

 「開発」業務を含まない職業

 プログラマー
（例）プログラマーから
ITコンサルタントへの転身

「開発」業務が含まれる職業は、プログラ
マーとITコンサルタント。そのため、この2職
種は類似性があるといえる。

ITコンサルタントには、「企画」が含まれる
が、プログラマーにその要素は少ない。

プログラマーが、ITコンサルタントに転身す
る場合、開発経験をベースに企画の経験
を積むことで、ITコンサルタントへ転向でき
る可能性が考えられる。

51 110

2717
00

50
100
150

ITコンサルタント

プログラマ

インフラエンジニ
ア

ヘルプデスク

セキュリティエン
ジニア

開発

26

16

55

21

00
20

40

60
ITコンサルタント

プログラマ

インフラエンジニアヘルプデスク

セキュリティエンジ
ニア

企画

 インフラエンジニア  ヘルプデスク

 セキュリティエンジニア

 ITコンサルタント

 「企画」業務が含まれる職業（類似職業）

 「企画」業務を含まない職業
 プログラマー

※各職種ごとの代表文200位までに「開発」「企画」という単語が出現した件数を集計したものです

 
 

2-2-7. 地域別の職業モデル年収
ITコンサルタント
年収約650万円

地域 下限 上限 中央値
北海道 2,000,000 7,600,000 5,200,000
東北 1,500,000 7,800,000 6,000,000

2,000,000 9,500,000 6,000,000
南関東 2,500,000 20,000,000 6,800,000
東京 1,000,000 20,000,000 6,600,000
北陸 1,500,000 14,000,000 5,500,000
東海 1,500,000 17,500,000 6,000,000
近畿 1,500,000 14,000,000 6,000,000
中国 2,000,000 10,400,000 5,000,000
四国 3,800,000 11,000,000 6,000,000
九州 1,500,000 9,500,000 5,500,000

地域 下限 上限 中央値
北海道 1,800,000 8,000,000 5,500,000
東北 1,500,000 7,200,000 4,500,000

1,800,000 9,000,000 5,500,000
南関東 1,500,000 10,000,000 5,250,000
東京 1,500,000 13,125,000 5,500,000
北陸 3,500,000 6,500,000 5,000,000
東海 1,500,000 10,750,000 5,200,000
近畿 1,500,000 12,000,000 5,200,000
中国 1,500,000 10,750,000 4,800,000
四国 1,500,000 12,000,000 4,650,000
九州 1,500,000 7,500,000 4,750,000

プログラマー
年収約549万円

インフラエンジニア
年収約565万円

地域 下限 上限 中央値
北海道 1,800,000 8,600,000 5,000,000
東北 1,500,000 8,000,000 5,000,000

2,000,000 8,500,000 5,250,000
南関東 1,500,000 20,000,000 5,525,000
東京 1,500,000 20,000,000 6,000,000
北陸 3,600,000 6,500,000 5,000,000
東海 1,500,000 10,000,000 5,500,000
近畿 1,500,000 13,000,000 5,200,000
中国 1,500,000 10,000,000 5,250,000
四国 1,500,000 13,000,000 5,000,000
九州 2,000,000 8,000,000 5,000,000

北関東・甲信 北関東・甲信 北関東・甲信
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セキュリティエンジニア
年収約600万円

地域 下限 上限 中央値

北海道 2,200,000 8,600,000 5,687,500
東北 1,500,000 6,200,000 4,800,000

2,200,000 9,500,000 5,000,000
南関東 1,500,000 12,500,000 6,000,000
東京 1,500,000 16,500,000 6,250,000
北陸 3,600,000 9,500,000 4,000,000
東海 2,000,000 10,000,000 6,000,000
近畿 2,200,000 13,000,000 5,500,000
中国 2,000,000 10,000,000 4,200,000
四国 2,200,000 13,000,000 11,000,000
九州 3,000,000 8,000,000 4,800,000

ヘルプデスク
年収約500万円

地域 下限 上限 中央値

北海道 1,500,000 8,750,000 5,937,500
東北 2,200,000 6,000,000 4,250,000

3,500,000 8,500,000 4,800,000
南関東 1,800,000 10,000,000 5,000,000
東京 1,500,000 15,500,000 5,075,000
北陸 3,750,000 7,300,000 4,800,000
東海 1,800,000 8,000,000 4,750,000
近畿 1,500,000 13,000,000 4,500,000
中国 1,800,000 8,000,000 4,750,000
四国 1,500,000 13,000,000 4,000,000
九州 1,800,000 7,000,000 4,500,000

算出方法
2017年に募集開始した求人データの年
収情報を集計（全34,671件）

考察
企業が求人票を作成時に、職業名と実
際の仕事内容が正しく設定できていな
い場合、本来提示されるべき年収額が
提示されず、希望する人が現れず必要
な人材が確保できない可能性がある。
職業情報の標準化を進め、正しく記載
することで、より正確な年収データの作
成も可能になる。

職業名が正しく設定されていない求人例
(正) (誤)

ヘルプデスク業務 → 総務事務
 HRテックの開発業務 → 人事業務
Web関連営業業務 → ITコンサルタント

2-2-7. 地域別の職業モデル年収

北関東・甲信 北関東・甲信

 
 

３．実証結果のまとめ

3-1. 実証（１回目）で確認できたこと
3-2. 今後の改善にむけて
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3-1. 実証（１回目）で確認できたこと
職業情報に係る豊富なデータが既に存在し、収集も分析も可能

 人材会社等が求人データを既に豊富に保有しており、分析可能であることが確認できた1. 求人データの量

 求人サイトからの自動収集は技術的に可能。また求人1件の収集は0.3秒でできた。仮に30万件を
すべてWebクローリングで実施した場合、約8時間で実施できる。2. データの自動収集

3. 職業判別  AIの読込み速度は高速で、13万件のデータの場合、3時間程度で読込むことができた
 AIによる職業判定は、13万件のデータの場合、1職業あたり20分程度で判別できた

4. 仕事内容生成
 AIによるテキスト含意分析の結果、業務の特徴を示す代表文が抽出できた
 5職業の仕事内容の作成は、AIによる求人データのテキスト分析におよそ6時間、これを利用した人
手による加工に1時間程度の組合せで、7時間程度でできた。

 代表文の抽出結果を分析することにより、仕事内容の変化やトレンドを把握することができた。

 
 

3-2. 今後の改善にむけて

 企業が求人票を作成する際、仕事内容欄には仕事内容ではない情報（例：仕事のやりがい、
社風等の企業PR）を含めないようにすること(求人票の標準化)

 企業が求人票を作成する際、「職業」の定義を統一させ、分類を間違えないこと2. 分析精度の向上

 分析に必要なデータ部分だけを、AIに読込ませること（クレンジング作業）
 分析に利用するサーバーのスペックをあげること

3.分析速度の向上

1. 効率的なデータ収集  Webサイトを運営する企業は、クローリングできない特殊な設定を見直すこと
 海外のWebサイトと同様に、API公開を行うWebサイトが増えること

求人データ提供元

実証主体

実証主体

 2回目の実証では学習データの提供元を1社から複数社に増やすこと

求人データ提供元
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体
的
に
は
＞

（
1）

製
品
開
発
計
画
に
合
わ
せ
た
、
サ
ー
バ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
調
査
・
設
計

（
2）

サ
ー
バ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築

（
3）

設
計
し
た
サ
ー
バ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
で
の
動
作
検
証

（
4）

設
計
し
た
サ
ー
バ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
で
の
速
度
指
標
作
成

（
5）

そ
の
他
各
種
資
料
作
成

な
ど

ス
コ
ア

0
0.

00
2

0.
98

1
0.

00
2

0 正
し
い
判
別
が
で
き

て
い
る

AI
判
定

○

人
の
正
解

○

④

【
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
。
低
い
離
職
率
が
特
徴
で
す
。
】

■
担
当
業
務
：

発
展
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢
献
す
る
同
社
に
お
い
て
、
社
内

IT
運
用
管
理
担
当
者
と
し
て
ご
活

躍
頂
き
ま
す
。

■
配
属
部
署
：

・
社
内
の
各
種
サ
ー
バ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の

IT
イ
ン
フ
ラ
管
理

・
IT
に
関
し
て
の
社
内
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

ス
コ
ア

0
0.

00
1

0.
06

1
0.

73
7

0 正
し
い
判
別
が
で
き

て
い
る

AI
判
定

○

人
の
正
解

○

⑤
KD

DI
グ
ル
ー
プ
全
部
門
、
そ
し
て
お
客
さ
ま
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
か
ら
守
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。

発
生
し
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
を
指
揮
す
る
こ
と
に
加
え
、

同
対
応
や
社
内
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
に
向
け
た
情
報
収
集
・
分
析
と
、
社
内
へ
の
情
報
伝
達
を
行
い
、

未
来
に
起
こ
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
脅
威
か
ら
情
報
資
産
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ス
コ
ア

0
0.

22
6

0.
48

7
0.

00
2

0.
74

1 正
し
い
判
別
が
で
き

て
い
る

AI
判
定

○

人
の
正
解

○

⑥
同
社
製
品
ま
た
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
技
術
を
導
入
し
て
い
る
有
償
サ
ポ
ー
ト
契
約
の
顧
客
に
対
し
、

担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
発
生
し
た
製
品
の
問
題
や
ウ
イ
ル
ス

被
害
に
対
し
、
顧
客
環
境
を
深
く
理
解
し
た
う
え
で
最
適
か
つ
迅
速
な
解
決
策
の
提
供
や
改
善
案
を
提

示
し
ま
す
。

ス
コ
ア

0
0.

00
1

0.
45

5
0.

00
3

0.
97

3 AI
は
、
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
業

務
を
重
視
し
た

AI
判
定

○
人
の
正
解

○

⑦
大
手
通
信
キ
ャ
リ
ア
様
の
伝
送
設
備
を
運
用
保
守
す
る
お
仕
事
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
施
設
管
理
や
、
伝
送
設
備
に
障
害
が
発
生
し
た
際
は
一
次
対
応
を
し
ま
す
が

し
っ
か
り
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
か
つ

OJ
T（

訓
練
）
も
丁
寧
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

ス
コ
ア

0
0

0.
98

5
0.

83
2

0 複
数
正
解

学
習
デ
ー
タ
に
誤
り

の
可
能
性
あ
り

AI
判
定

○
○

人
の
正
解

○
○

⑧
世
界
最
大
級
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

Fa
ce

bo
ok
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
各
種

パ
ー
ト
ナ
ー
へ
技
術
提
供
し
て
い
く
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
業
界
ト
ッ
プ
企
業
と
の
提
携
の
中
、
技
術
的

問
題
の
解
決
を
お
任
せ
し
ま
す
。

ス
コ
ア

0.
00

1
0.

22
4

0.
49

8
0.

00
2

0 未
分
類

業
務
内
容
が
分
か
り

に
く
い
。

AI
判
定

人
の
正
解

○

4-
2.

 A
Iに
よ
る
職
種
判
別
結
果

職
種

1
IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

職
種

2
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

職
種

3
イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア

職
種

4
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

職
種

5
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
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4-
3.

 適
合
率
、
再
現
率
と
は

適
合
率

(P
re

cis
ion

)：
シ
ス
テ
ム
が
分
類
し
た
区
分
の
う
ち
正
解
の
割
合

再
現
率

(R
ec

all
)
：
分
類
す
べ
き
デ
ー
タ
の
う
ち
シ
ス
テ
ム
が
分
類
で
き
た
割
合

適
合
率
：

A
∩

 B
 / 

B
再
現
率
：

A
∩

 B
 / 

A

漏
れ
な
く
抽
出
で
き
た
か

分
類
結
果
が
正
し
い
か

＝
＝

シ
ス
テ
ム
が
分
類
し
た
デ
ー
タ

B
分
類
す
べ
き
デ
ー
タ

A
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No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

1
・開
発
要
件
定
義

17
71

21
【企
画
・開
発
業
務
】

56
9

41
営
業
支
援
シス
テム

44
1

61
■
開
発
ベン
ダー
の管

理
37

6
81

シス
テム
を企

画
推
進

31
8

2
∟要

件
定
義
・設
計

16
33

22
【業
務
支
援
シス
テム
】

56
7

42
開
発
、運

用
業
務

43
7

62
■
顧
客
折
衝
業
務

36
5

82
・シ
ステ
ム提

案
・導
入

31
6

3
■
設
計
、設

計
に基

づく
構
築

16
12

23
■
シス
テム
企
画
・管
理

56
4

43
■
開
発
にお
ける
プロ
ジェ
クト
管
理

43
1

63
・顧
客
折
衝
、要

件
定
義

36
4

83
企
業
の課

題
解
決
に向

けて
、

31
6

4
す
るシ
ステ
ム運

用
な
ど

13
55

24
【具
体
的
業
務
業
務
】

56
4

44
◆
企
画
立
案
業
務

43
1

64
■
要
件
定
義
分
析

36
2

84
自
社
シス
テム
の開

発
31

6
5
■
シス
テム
企
画
開
発

12
60

25
■
基
幹
シス
テム
の開

発
55

8
45

な
どの
開
発
、運

用
、 保

守
42

6
65

-プ
ロジ
ェク
ト・
マネ
ジメ
ント
業
務

36
2

85
・シ
ステ
ムベ
ンダ
ー管

理
31

5
6
■
運
用
設
計
・運
用

12
60

26
・管
理
シス
テム
運
用

55
8

46
シス
テム
の保

守
、開

発
42

2
66

●
シス
テム
リス
ク管

理
35

2
86

・基
幹
シス
テム
担
当

31
3

7
顧
客
提
案
をす
るに
あた
り、

11
59

27
経
験
のあ
る方

54
3

47
■
サー
ビス
企
画
開
発

42
0

67
【上
流
工
程
を担

当
】

35
1

87
・シ
ステ
ム構

築
担
当
とし
て、

30
8

8
・Ｉ
Ｔ
戦
略
立
案

10
36

28
・上
流
工
程
に携

わ
る

53
1

48
■
要
件
定
義
の 支

援
等

42
0

68
・シ
ステ
ム戦

略
の立

案
35

0
88

プロ
ジェ
クト
の管

理
を行

いま
す
。

30
2

9
プロ
ジェ
クト
・マ
ネジ
メン
トを
しま
す
。

92
6

29
◆
課
題
解
決
へ向

けて
の提

案
52

9
49

▼
シス
テム
の導

入
・開
発

41
5

69
戦
略
コン
サル
ティ
ング
、業

務
コン
サル

34
8

89
営
業
シス
テム
の開

発
29

9
10

・開
発
及
び開

発
マネ
ジメ
ント

87
9

30
・シ
ステ
ム運

用
・構
築

51
1

50
■
顧
客
への
提
案
業
務

40
6

70
・サ
ービ
ス開

発
業
務

34
6

90
■
課
題
に対

す
るソ
リュ
ーシ
ョン
の提

29
6

11
■
要
件
定
義
から
運
用
まで

82
1

31
コン
サル
ティ
ング
サー
ビス
を提

供
しま

50
2

51
企
画
、設

計
、開

発
39

8
71

保
守
、運

用
業
務

34
4

91
■
要
件
定
義
■
プロ
ジェ
クト
管
理

28
7

12
要
件
定
義
～
導
入

80
8

32
◆
シス
テム
企
画
提
案

48
3

52
シス
テ ム
の開

発
を弊

社
が支

援
。

39
6

72
顧
客
にソ
リュ
ーシ
ョン
を提

供
しま
す
。

34
4

92
■
プロ
ジェ
クト
の企

画
・開
発

28
6

13
・シ
ステ
ム構

築
業
務

77
8

33
■
シス
テム
の設

計
、開

発
46

8
53

【既
存
顧
客
・新
規
顧
客
】

39
2

73
・業
務
改
革
支
援

34
3

93
・プ
ロジ
ェク
ト計

画
、管

理
28

6
14

とし
てプ
ロジ
ェク
トに
参
画
す
る。

74
5

34
・シ
ステ
ムの
設
計
・企
画

46
7

54
■
シス
テム
開
発
要
件
定
義

38
9

74
企
画
・設
計
・開
発
・運
用

34
0

94
【シ
ステ
ム管

理
担
当
】

28
5

15
■
シス
テム
運
用
業
務

66
3

35
・開
発
にお
ける
上
流
工
程

46
1

55
・シ
ス テ
ムの
構
築
、提

案
38

7
75

■
シス
テム
の導

入
、運

用
33

4
95

★
自
社
サー
ビス
の開

発
です

。
28

1
16

企
画
、開

発
、運

用
64

0
36

■
要
件
定
義
の作

成
45

5
56

改
善
提
案
業
務

38
6

76
入
社
後
の研

修
33

4
96

開
発
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

28
1

17
・シ
ステ
ム企

画
立
案

62
7

37
す
るた
めの
開
発

45
1

57
・サ
ービ
ス要

件
定
義

38
3

77
■
プロ
ジェ
クト
の進

捗
管
理
をす
る

33
2

97
入
社
後
の流

れ
28

0
18

シス
テム
保
守
・運
用

62
4

38
◇
戦
略
立
案
・企
画
：

44
9

58
◆
業
務
要
件
分
析

38
2

78
ソリ
ュー
ショ
ン提

案
・営
業

32
8

98
Ｉ
Ｔ
ソリ
ュー
ショ
ンの
提
供

27
9

19
（
要
件
定
義
～
テス
ト）

61
4

39
・Ｉ
Ｔ
企
画
立
案

44
6

59
（
シス
テム
構
築
）
を行

う。
38

0
79

プロ
ジェ
クト
管
理
支
援

32
7

99
■
ネッ
トワ
ーク
の構

築
／
構
築

27
8

20
【開
発
担
当
業
務
】

57
3

40
●
Ｉ
Ｔ
戦
略
コン
サル
ティ
ング

44
1

60
要
件
定
義
から
担
当
い た
だき
ます
。

37
9

80
企
画
・立
案
・推
進

32
6

10
0
・戦
略
立
案
、実

行
27

8
10

1
■
同
社
開
発
シス
テム
：

27
7

12
1
・シ
ステ
ムベ
ンダ
ーと
の調

整
25

2
14

1
◎
自
社
での
開
発
業
務

22
6

16
1
■
Ｉ
Ｔ
プロ
ジェ
クト
管
理

20
2

18
1
■
業
務
業
務
立
ち上

げ：
18

8
10

2
・シ
ステ
ム化

要
件
定
義

27
7

12
2
◎
プロ
ジェ
クト
計
画
の策

定
24

6
14

2
■
新
規
顧
客
開
拓

22
5

16
2
■
業
務
系
シス
テム
の開

発
20

1
18

2
・シ
ステ
ムの
提
案
営
業

18
8

10
3
■
シス
テム
改
善
提
案

27
4

12
3
※
開
発
は
ベン
ダー
が行

いま
す
。

24
4

14
3
■
クラ
ウド
サー
ビス
開
発

22
4

16
3
プロ
ジェ
クト
を成

功
に導

く
20

1
18

3
■
プロ
ジェ
クト
の企

画
立
案

18
6

10
4
■
基
幹
シス
テム
の構

築
27

4
12

4
■
新
規
シス
テム
の企

画
24

4
14

4
■
営
業
戦
略
立
案

22
3

16
4
・ ア
プリ
企
画
、開

発
20

1
18

4
■
企
画
（
改
善
提
案
）

18
6

10
5
経
験
をお
持
ちの
方

27
4

12
5
■
業
務
改
革
・シ
ステ
ム改

革
24

4
14

5
■
シス
テム
の導

入
支
援

22
2

16
5
・基
幹
シス
テム
運
用

20
1

18
5
設
計
、開

発
、運

用
保
守

18
5

10
6
■
業
務
改
革
コン
サル
ティ
ング

27
3

12
6
■
運
用
改
善
、シ
ステ
ム改

善
な
ど

24
4

14
6
具
体
的
な
仕
事
内
容

22
2

16
6
【開
発
す
るシ
ステ
ム概

要
】

19
9

18
6
◎
業
務
アプ
リ開
発

18
4

10
7
シス
テム
・業
務
の分

析
だけ
でな

く、
27

3
12

7
・既
存
顧
客
への
提
案

24
4

14
7
◆
シス
テム
の設

計
、導

入
22

0
16

7
■
経
験
の浅

い方
19

8
18

7
■
担
当
業
務
概
要

18
3

10
8
■
開
発
ベン
ダー
との
調
整

27
2

12
8
要
件
定
義
を担

当
して
頂
きま
す
。

24
0

14
8
・社
内
シス
テム
の開

発
21

6
16

8
シス
テム
担
当
とし
て、
ご担

当
いた
だ

19
8

18
8
とい
った
業
務
ソリ
ュー
ショ
ンの
開
発

18
2

10
9
◆
プロ
ジェ
クト
管
理
、推

進
27

1
12

9
企
画
・推
進
業
務

23
9

14
9
・ Ｉ
Ｔ
運
用
企
画

21
5

16
9
・プ
ロジ
ェク
トメ
ンバ
ー管

理
19

8
18

9
■
シス
テム
統
括
部
につ
いて
：

18
1

11
0
◆
ソリ
ュー
ショ
ン提

案
業
務

26
9

13
0
等
のプ
ロジ
ェク
トに
おけ
るプ
ロジ
ェク
ト

23
8

15
0
■
シス
テム
開
発
・運
用
・管
理

21
4

17
0
■
シス
テム
開
発
の上

流
工
程

19
7

19
0
◆
顧
客
課
題
ヒア
リン
グ

18
1

11
1
・プ
ロジ
ェク
ト管

理
・運
用

26
9

13
1
■
社
内
シス
テム
の運

用
23

6
15

1
下
記
何
れ
かの
業
務
を 担

当
しま
す
。

21
4

17
1
や
新
規
シス
テム
の開

発
19

6
19

1
■
シス
テム
イン
フラ
運
用

18
0

11
2
◇
自
社
内
開
発

26
5

13
2
◆
担
当
工
程
／
要
件
定
義

23
4

15
2
運
用
・保
守
を 担

当
しま
す
。

21
4

17
2
・パ
ッケ
ージ
導
入
業
務

19
6

19
2
■
開
発
グル
ープ
組
織
：

18
0

11
3
■
同
社
の提

供
サー
ビス
：

26
4

13
3
・運
用
改
善
提
案
な
ど

23
1

15
3
企
画
開
発
およ
び運

用
保
守
。

21
3

17
3
要
件
定
義
や
基
本
設
計
、詳

細
設

19
6

19
3
ビジ
ネス
ソリ
ュー
ショ
ンの
提
供

17
8

11
4
・シ
ステ
ム開

発
、シ
ステ
ム運

用
26

0
13

4
■
お客

様
に対

して
シス
テム
の提

案
23

0
15

4
■
提
案
・ 顧
客
折
衝

21
1

17
4
■
シス
テム
基
盤
担
当

19
4

19
4
▼
基
幹
シス
テム
の管

理
17

7
11

5
・サ
ービ
ス企

画
立
案

25
9

13
5
シス
テム
／
イン
フラ
構
築

22
9

15
5
■
シス
テム
化
計
画
の立

案
21

0
17

5
■
シス
テム
計
画
の立

案
19

3
19

5
ソリ
ュー
ショ
ンサ
ービ
スを
提
案
しま

17
7

11
6
・Ｉ
Ｔ
シス
テム
の立

案
25

8
13

6
■
ベン
ダー
管
理
等
の調

整
、

22
8

15
6
■
シス
テム
ソリ
ュー
ショ
ンの
提
案

20
9

17
6
■
プロ
ジェ
クト
リス
ク管

理
19

3
19

6
■
Ｉ
Ｔ
シス
テム
の提

案
17

6
11

7
構
築
・運
用
・保
守

25
8

13
7
■
担
当
開
発
工
程

22
8

15
7
■
プロ
ジェ
クト
全
体
管
理

20
9

17
7
【入
社
後
の業

務
】

19
0

19
7
・オ
ープ
ン系

シス
テム

17
6

11
8
・開
発
業
務
支
援

25
5

13
8
■
コン
サル
ティ
ング
サー
ビス
業
務

22
7

15
8
の提

案
営
業
を行

いま
す
。

20
9

17
8
どち
らも
中
途
入
社
の社

員
です

）
19

0
19

8
◎
イン
フラ
構
築
業
務

17
4

11
9
とし
ての
活
躍
を期

待
。

25
3

13
9
■
シス
テム
の構

築
にお
ける
要
件
定

22
7

15
9
■
業
務
プロ
セス
改
善

20
5

17
9
マネ
ジメ
ント
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

18
9

19
9
●
サー
ビス
改
善
提
案

17
4

12
0
シス
テム
基
盤
構
築

25
3

14
0
企
画
～
開
発
～
導
入

22
7

16
0
・Ｉ
Ｔ
戦
略
担
当

20
4

18
0
・ベ
ンダ
ー選

定
支
援

18
9

20
0
→
プロ
ジェ
クト
マネ
ジメ
ント
業
務
な
ど

17
3

職
種
名
　I

Tコ
ンサ
ル
タン
ト

4-
3.
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No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

1
・開
発
要
件
定
義

77
51

21
【企
画
・開
発
業
務
】

28
47

41
◎
業
務
アプ
リ開
発

18
56

61
自
社
開
発
とな
りま
す
。

14
48

81
・ゲ
ーム
アプ
リ開
発

12
03

2
■
運
用
設
計
・運
用

62
32

22
・上
流
工
程
に携

わ
る

28
15

42
・シ
ステ
ム構

築
業
務

18
50

62
Ｗ
ｅ
ｂ
アプ
リケ
ーシ
ョン
の開

発
14

44
82

■
自
社
サイ
ト開

発
11

86

3
∟要

件
定
義
・設
計

60
06

23
■
基
幹
シス
テム
の開

発
28

05
43

設
計
、開

発
、保

守
18

37
63

シス
テム
の開

発
を弊

社
が支

援
。

14
39

83
●
仕
事
をす
る環

境
につ
いて

11
84

4
す
るた
めの
開
発

59
46

24
・社
内
シス
テム
の開

発
27

92
44

経
験
のあ
る方

18
32

64
・ア
プリ
開
発
シス
テム

14
39

84
営
業
支
援
シス
テム

11
82

5
【開
発
担
当
業
務
】

50
53

25
■
Ｗ
ｅ
ｂ
シス
テム
の開

発
27

15
45

・Ｅ
Ｃ
サイ
ト開

発
17

86
65

■
業
務
系
シス
テム
の開

発
14

26
85

■
担
当
開
発
工
程

11
81

6
■
設
計
、設

計
に基

づく
構
築

50
32

26
スマ
ート
フォ
ンア
プリ
開
発

26
97

46
【自
社
開
発
案
件
】

17
82

66
■
業
務
系
シス
テム
開
発

13
67

86
構
築
・運
用
・保
守

11
67

7
す
るシ
ステ
ム運

用
な
ど

47
03

27
企
画
、設

計
、開

発
26

16
47

要
件
定
義
～
導
入

17
55

67
顧
客
提
案
をす
るに
あた
り、

13
49

87
■
シス
テム
開
発
要
件
定
義

11
58

8
★
自
社
サー
ビス
の開

発
です

。
45

61
28

■
同
社
開
発
シス
テム
：

25
91

48
ソー
シャ
ルゲ
ーム
開
発

17
49

68
・１
０
０
％
自
社
開
発

13
26

88
【入
社
後
の業

務
】

11
47

9
◇
自
社
内
開
発

43
75

29
・開
発
にお
ける
上
流
工
程

25
62

49
開
発
業
務
を行

いま
す
。

17
00

69
とし
ての
活
躍
を期

待
。

13
07

89
・オ
ープ
ン系

シス
テム

11
29

10
な
どの
開
発
、運

用
、保

守
42

37
30

◎
自
社
での
開
発
業
務

25
25

50
開
発
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

16
97

70
シス
テム
担
当
とし
て、
ご担

当
いた
だき

13
04

90
【具
体
的
業
務
業
務
】

11
22

11
■
シス
テム
企
画
開
発

39
45

31
■
シス
テム
運
用
業
務

24
44

51
▼
シス
テム
の導

入
・開
発

16
91

71
・自
社
アプ
リ開
発

13
02

91
入
社
後
の研

修
10

96

12
シス
テム
の保

守
、開

発
37

69
32

とし
てプ
ロジ
ェク
トに
参
画
す
る。

22
82

52
・シ
ステ
ム運

用
・構
築

16
82

72
Ｅ
Ｃ
サイ
ト構

築
12

98
92

■
開
発
、テ
スト
、運

用
10

83

13
（
要
件
定
義
～
テス
ト）

35
26

33
・サ
ービ
ス開

発
業
務

21
76

53
◎
受
託
開
発
案
件

16
66

73
【業
務
支
援
シス
テム
】

12
91

93
要
件
定
義
や
基
本
設
計
、詳

細
設
計
、

10
81

14
企
画
、開

発
、運

用
35

11
34

■
サー
ビス
開
発
・運
用

20
94

54
＜
オー
プン
系
開
発
＞

16
34

74
・管
理
シス
テム
運
用

12
60

94
具
体
的
な
仕
事
内
容

10
78

15
自
社
シス
テム
の開

発
34

63
35

◎
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
アプ
リ開
発

20
86

55
・自
社
パ
ッケ
ージ
開
発

16
05

75
運
用
・保
守
を担

当
しま
す
。

12
58

95
の開

発
と運
用
を担

当
いた
だき
ます
。

10
64

16
開
発
、運

用
業
務

34
60

36
■
ネッ
トワ
ーク
の構

築
／
構
築

19
98

56
■
社
内
シス
テム
の運

用
15

69
76

※
業
務
の中

心
は
開
発
です

。
12

44
96

◆
担
当
工
程
／
要
件
定
義

10
63

17
シス
テム
保
守
・運
用

33
53

37
■
経
験
の浅

い方
19

98
57

・開
発
及
び開

発
マネ
ジメ
ント

15
60

77
■
ｉ
Ｏ
Ｓ
アプ
リ開
発

12
29

97
■
同
社
の提

供
サー
ビス
：

10
62

18
■
サー
ビス
企
画
開
発

32
49

38
保
守
、運

用
業
務

19
08

58
【上
流
工
程
を担

当
】

15
56

78
・ア
プリ
企
画
、開

発
12

21
98

■
担
当
業
務
（
業
務
系
）
：

10
38

19
■
要
件
定
義
から
運
用
まで

30
66

39
・Ｗ
ｅ
ｂ
アプ
リ開
発

18
84

59
◆
Ｗ
ｅ
ｂ
系
、オ
ープ
ン

15
53

79
■
自
社
サー
ビス
企
画

12
17

99
■
シス
テム
の導

入
、運

用
10

14

20
■
シス
テム
の設

計
、開

発
29

87
40

業
務
アプ
リケ
ーシ
ョン
の開

発
18

66
60

・シ
ステ
ムの
設
計
・企
画

14
53

80
■
社
内
シス
テム
担
当
とし
て

12
04

10
0
・サ
ービ
ス開

発
エン
ジニ
ア

10
08

10
1
・シ
ステ
ム構

築
担
当
とし
て、

10
06

12
1
・イ
ンフ
ラ構

築
・運
用

90
2

14
1
【経
験
・ス
キル
を考

慮
】

81
0

16
1
※
開
発
は
社
内
で行

いま
す
。

72
4

18
1
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
発
系
）

66
0

10
2
・開
発
業
務
支
援

99
8

12
2
【シ
ステ
ム管

理
担
当
】

88
8

14
2
社
内
Ｓ
Ｅ
を担

当
しま
す
。

81
0

16
2
■
その
他
の開

発
に関

わ
る業

務
全
般

71
7

18
2
企
画
・設
計
・開
発
・運
用

65
9

10
3
■
同
社
製
品
の開

発
98

8
12

3
■
連
携
シス
テム
の開

発
88

1
14

3
◆
シス
テム
企
画
提
案

80
1

16
3
開
発
業
務
がメ
イン
。

71
1

18
3
・担
当
フェ
ーズ
：
要
件
定
義
～

65
4

10
4
Ｗ
ｅ
ｂ
系
シス
テム
開
発

97
6

12
4
◎
ネイ
ティ
ブア
プリ
開
発

87
9

14
4
展
開
をし
てい
る同

社
にて

80
1

16
4
■
基
幹
シス
テム
の構

築
70

7
18

4
◆
シス
テム
の設

計
、導

入
64

7

10
5
要
件
定
義
を担

当
して
頂
きま
す
。

97
4

12
5
▼
シス
テム
の開

発
～
テス
ト

87
7

14
5
●
１
０
０
％
自
社
内
開
発

78
6

16
5
企
画
～
開
発
～
導
入

70
7

18
5
■
導
入
、保

守
、運

用
64

5

10
6
■
アプ
リケ
ーシ
ョン
設
計
、開

発
97

3
12

6
・社
内
シス
テム
管
理

86
4

14
6
■
シス
テム
企
画
・管
理

78
1

16
6
下
記
何
れ
かの
業
務
を担

当
しま
す
。

70
6

18
6
入
社
後
の流

れ
64

1

10
7
スキ
ル・
経
験
に応

じて
お任

せ
しま
す
。

97
2

12
7
■
同
社
開
発
案
件
：

84
3

14
7
◆
サー
バ
サイ
ド開

発
78

0
16

7
★
大
手
通
信
キャ
リア

70
4

18
7
どち
らも
中
途
入
社
の社

員
です

）
62

6

10
8
■
クラ
ウド
サー
ビス
開
発

97
1

12
8
■
オー
プン
系
シス
テム
開
発

84
2

14
8
◆
上
流
設
計
～
開
発

78
0

16
8
（
シス
テム
構
築
）
を行

う。
70

1
18

8
■
資
格
支
援
制
度

61
9

10
9
要
件
定
義
から
担
当
いた
だき
ます
。

97
0

12
9
営
業
シス
テム
の開

発
84

0
14

9
■
サー
ビス
運
用
・保
守

77
9

16
9
・Ｗ
ｅ
ｂ
シス
テム
の運

用
69

7
18

9
アプ
リの
開
発
を担

当
して
いた
だき
ます

61
5

11
0
■
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
アプ
リ開
発

96
1

13
0
＜
自
社
サー
ビス
シス
テム
＞

84
0

15
0
■
サー
バ
構
築
・運
用

77
8

17
0
要
件
定
義
や
基
本
設
計
を担

当
し、

69
2

19
0
設
計
およ
び開

発
を担

当
して
頂
きま
す

61
5

11
1
▼
携
わ
る開

発
工
程

94
3

13
1
・サ
ービ
ス要

件
定
義

83
4

15
1
ソフ
トウ
ェア
開
発
業
務

76
3

17
1
や
新
規
シス
テム
の開

発
68

6
19

1
・シ
ステ
ム開

発
、シ
ステ
ム運

用
61

3

11
2
開
発
・運
用
をお
任
せ
しま
す
。

94
1

13
2
国
内
シェ
アも
トッ
プク
ラス
です

。
83

3
15

2
アプ
リの
開
発
を行

いま
す
。

76
1

17
2
≪ス
キル
のあ
る方

には
≫

68
3

19
2
・Ｗ
ｅ
ｂ
シス
テム
の構

築
61

2

11
3
◎
資
格
取
得
支
援

93
7

13
3
経
験
・ス
キル
に応

じて
担
当
しま
す
。

83
3

15
3
■
生
産
管
理
シス
テム
の開

発
75

7
17

3
【配
属
部
署
名
】

67
8

19
3
アプ
リ開
発
をお
任
せ
しま
す
。

61
0

11
4
・基
幹
シス
テム
担
当

93
6

13
4
■
要
件
定
義
から
プロ
グラ
ミン
グま
で

82
9

15
4
■
プロ
ジェ
クト
の企

画
・開
発

75
3

17
4
アプ
リ開
発
エン
ジニ
ア

67
8

19
4
■
【や
りが
いの
ある
仕
事
】

60
9

11
5
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
シス
テム
の開

発
92

5
13

5
プロ
ジェ
クト
・マ
ネジ
メン
トを
しま
す
。

82
9

15
5
スキ
ルに
応
じ業

務
をお
任
せ
しま
す
。

74
9

17
5
■
担
当
す
る業

務
アプ
リケ
ーシ
ョン
：

67
6

19
5
・自
社
プロ
ダク
トの
開
発

60
9

11
6
■
担
当
業
務
：
シス
テム
開
発

91
9

13
6
・サ
ーバ

ーサ
イド
開
発

82
4

15
6
■
モバ
イル
アプ
リ開
発

74
4

17
6
＜
既
存
の開

発
シス
テム
＞

67
4

19
6
・シ
ステ
ム運

用
な
どを
担
当
して
いた
だき

60
1

11
7
【自
社
開
発
の製

品
】

91
0

13
7
■
受
託
開
発
業
務

81
8

15
7
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サー
ビス
の開

発
74

4
17

7
■
事
業
サー
ビス
開
発

67
2

19
7
■
イン
フラ
運
用
業
務

60
0

11
8
企
画
・開
発
もお
任
せ
しま
す
。

91
0

13
8
■
開
発
にお
ける
プロ
ジェ
クト
管
理

81
5

15
8
社
内
シス
テム
構
築

74
0

17
8
■
ソー
シャ
ルア
プリ
開
発

67
1

19
8
開
発
業
務
に携

わ
って
頂
きま
す
。

60
0

11
9
・シ
ステ
ムの
受
託
開
発

90
6

13
9
全
て自

社
開
発
です

。
81

4
15

9
・顧
客
折
衝
、要

件
定
義

73
9

17
9
■
アプ
リケ
ーシ
ョン
の企

画
・開
発

66
3

19
9
皆
様
中
途
入
社
の方

です
。

59
7

12
0
・基
幹
シス
テム
運
用

90
4

14
0
使
用
言
語
：
Ｊ
ａ
ｖ
ａ

81
1

16
0
ご経

験
に応

じて
業
務
をお
任
せ
しま
す

73
2

18
0
開
発
・イ
ンフ
ラ運

用
です

。
66

0
20

0
※
業
務
は
社
内
で行

いま
す
。

59
4

職
種
名
　プ
ログ
ラマ
ー

4-
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No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

1
■
設
計
、設

計
に基

づく
構
築

20
19

1
21

とし
てプ
ロジ
ェク
トに
参
画
す
る。

12
26

41
■
サー
バ
運
用
業
務

73
0

61
-サ
ーバ

ー・
イン
フラ
構
築

60
2

81
■
イン
フラ
企
画
・設
計

45
8

2
■
ネッ
トワ
ーク
の構

築
／
構
築

97
33

22
■
イン
フラ
運
用
業
務

11
69

42
社
内
シス
テム
構
築

72
7

62
プロ
ジェ
クト
・マ
ネジ
メン
トを
しま
す
。

57
1

82
■
シス
テム
の構

築
にお
ける
要
件
定

45
8

3
■
運
用
設
計
・運
用

94
26

23
・シ
ステ
ム構

築
担
当
とし
て、

11
62

43
◎
Ｉ
Ｔ
イン
フラ
運
用

71
8

63
■
サー
バ
ーシ
ステ
ム構

築
57

0
83

■
技
術
検
証
／
検
証

45
4

4
・イ
ンフ
ラ構

築
・運
用

30
89

24
◎
イン
フラ
基
盤
構
築

11
61

44
■
クラ
ウド
構
築
・運
用

71
0

64
・開
発
及
び開

発
マネ
ジメ
ント

56
5

84
・シ
ステ
ム提

案
・導
入

45
2

5
構
築
・運
用
・保
守

29
42

25
■
サー
バ
ー構

築
・運
用

11
11

45
運
用
、障

害
対
応

70
6

65
・社
内
イン
フラ
の運

用
55

6
85

■
保
守
、障

害
対
応

45
0

6
・シ
ステ
ム運

用
・構
築

26
32

26
＜
＜
構
築
、運

用
環
境
＞
＞

10
83

46
顧
客
提
案
をす
るに
あた
り、

70
2

66
■
クラ
ウド
環
境
構
築

54
9

86
・シ
ステ
ム運

用
監
視

44
3

7
∟要

件
定
義
・設
計

25
26

27
■
サー
バ
構
築
業
務

10
74

47
■
社
内
シス
テム
の運

用
69

8
67

とし
ての
活
躍
を期

待
。

54
7

87
■
経
験
の浅

い方
44

1
8
■
サー
バ
構
築
・運
用

24
05

28
■
シス
テム
イン
フラ
運
用

10
25

48
◆
シス
テム
の設

計
、 導

入
69

8
68

■
イン
フラ
構
築
・管
理

53
7

88
（
要
件
定
義
～
テス
ト）

43
6

9
す
るシ
ステ
ム運

用
な
ど

23
72

29
◎
イン
フラ
運
用
・保
守

97
9

49
（
シス
テム
構
築
）
を 行

う。
69

7
69

・ク
ラウ
ド基

盤
構
築

51
9

89
■
サー
バ
構
築
（
クラ
ウド
）

43
2

10
・シ
ステ
ム構

築
業
務

20
23

30
【シ
ステ
ムイ
ンフ
ラ設

計
】

96
4

50
●
社
内
イン
フラ
構
築

69
1

70
【具
体
的
業
務
業
務
】

51
8

90
■
担
当
業
務
（
業
務
系
）
：

42
8

11
シス
テム
／
イン
フラ
構
築

18
08

31
■
Ｉ
Ｔ
イン
フラ
構
築

96
0

51
・管
理
シス
テム
運
用

68
3

71
運
用
・構
築
を担

当
して
頂
きま
す
。

51
8

91
◎
クラ
ウド
運
用
サー
ビス

42
8

12
◎
イン
フラ
構
築
業
務

18
07

32
・イ
ンフ
ラ構

築
サー
ビス

95
1

52
◎
クラ
ウド
サー
ビス
の構

築
68

0
72

要
件
定
義
～
導
入

51
1

92
【セ
キュ
リテ
ィ構
築
運
用
】

42
6

13
■
シス
テム
運
用
業
務

16
72

33
□
サー
バ
運
用
・保
守

90
2

53
経
験
のあ
る方

68
0

73
■
仮
想
化
環
境
の構

築
50

3
93

イン
フラ
構
築
経
験

41
8

14
シス
テム
基
盤
構
築

16
53

34
【イ
ンフ
ラ担

当
業
務
】

90
1

54
■
シス
テム
の導

入
、運

用
67

6
74

・ネ
ット
ワー
ク設

計
、導

入
49

6
94

●
仕
事
をす
る環

境
につ
いて

41
7

15
■
ネッ
トワ
ーク
、サ
ーバ

運
用

15
66

35
・上
流
工
程
に携

わ
る

89
9

55
運
用
・保
守
を担

当
しま
す
。

64
1

75
開
発
、運

用
業
務

48
9

95
■
社
内
シス
テム
担
当
とし
て

41
6

16
シス
テム
保
守
・運
用

14
50

36
・シ
ステ
ムの
構
築
、提

案
87

7
56

■
ネッ
トワ
ーク
提
案
・設
計

62
3

76
■
シス
テム
の設

計
、開

発
48

8
96

★
自
社
サー
ビス
の開

発
です

。
41

6
17

■
要
件
定
義
から
運
用
まで

14
23

37
・イ
ンフ
ラ構

築
・保
守

87
4

57
◎
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
サー
バ
の構

築
62

0
77

【開
発
担
当
業
務
】

48
5

97
■
シス
テム
企
画
開
発

41
5

18
・ネ
ット
ワー
ク保

守
運
用

12
40

38
◎
サー
バ
構
築
・保
守

83
5

58
な
どの
開
発
、運

用
、保

守
61

7
78

■
基
幹
シス
テム
の構

築
48

4
98

◎
障
害
対
応
業
務

41
4

19
保
守
、運

用
業
務

12
34

39
・Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
／
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ

78
9

59
す
るた
めの
開
発

61
6

79
【上
流
工
程
を担

当
】

48
0

99
■
サー
ビス
運
用
・保
守

41
0

20
・開
発
要
件
定
義

12
31

40
★
大
手
通
信
キャ
リア

78
2

60
■
ネッ
トワ
ーク
、サ
ーバ

保
守

60
5

80
・シ
ステ
ムの
設
計
・企
画

46
2

10
0
・開
発
にお
ける
上
流
工
程

40
9

10
1
◎
資
格
取
得
支
援

40
4

12
1
■
社
内
イン
フラ
設
計

35
0

14
1
・保
守
運
用
、監

視
32

0
16

1
下
記
何
れ
かの
業
務
を 担

当
しま
す
。

29
7

18
1
◆
シス
テム
企
画
提
案

27
1

10
2
ご経

験
に応

じて
業
務
をお
任
せ
しま

40
0

12
2
・オ
ープ
ン系

シス
テム

35
0

14
2
■
仮
想
化
サー
バ
ーの
構
築

31
6

16
2
・監
視
障
害
対
応

29
6

18
2

-プ
ロジ
ェク
ト・
マネ
ジメ
ント
業
務

27
1

10
3
■
シス
テム
基
盤
担
当

39
6

12
3
シス
テム
の保

守
、開

発
34

9
14

3
どち
らも
中
途
入
社
の社

員
です

）
31

6
16

3
■
シス
テム
企
画
・管
理

29
4

18
3
■
資
格
支
援
制
度

27
0

10
4
シス
テム
担
当
とし
て、
ご担

当
いた
だ

39
3

12
4
■
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
サー
バ
の運

用
34

7
14

4
◎
サー
バ
ー構

築
エン
ジニ
ア

31
5

16
4
■
東
証
一
部
上
場
企
業

29
3

18
4
ネッ
トワ
ーク
エン
ジニ
アを
担
当
しま

26
9

10
5
デー
タベ
ース
の構

築
、運

用
39

0
12

5
【シ
ステ
ム管

理
担
当
】

34
2

14
5
・各
種
シス
テム
構
築

31
5

16
5
国
内
シェ
アも
トッ
プク
ラス
です

。
29

2
18

5
■
自
社
シス
テム
構
築

26
7

10
6
設
計
、開

発
、保

守
38

7
12

6
・基
幹
シス
テム
運
用

34
2

14
6
残
業
時
間
は
平
均
して
２
０
時
間
で

31
5

16
6
マネ
ジメ
ント
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

28
9

18
6
・社
内
シス
テム
管
理

26
7

10
7
■
同
社
の提

供
サー
ビス
：

38
6

12
7
【業
務
支
援
シス
テム
】

34
1

14
7
■
配
属
先
構
成
：

31
4

16
7
■
イン
フラ
ネッ
トワ
ーク
の管

理
28

8
18

7
■
サー
ビス
企
画
開
発

26
5

10
8
・運
用
・監
視
業
務

38
4

12
8
Ｌ
Ａ
Ｎ
・Ｗ
Ａ
Ｎ
構
築

34
1

14
8
企
画
、開

発
、運

用
31

0
16

8
◆
Ｗ
ｅ
ｂ
系
、オ
ープ
ン

28
6

18
8
・Ｉ
Ｔ
運
用
企
画

26
5

10
9
■
導
入
、保

守
、運

用
38

3
12

9
※
構
築
業
務
もあ
りま
す
。

33
7

14
9
・監
視
シス
テム
の構

築
30

9
16

9
●
構
築
業
務
、運

用
保
守
業
務

28
6

18
9
要
件
定
義
から
担
当
いた
だき
ます
。

26
3

11
0
・イ
ンフ
ラ構

築
（
自
社
によ
る構

38
3

13
0
スキ
ル・
経
験
に応

じて
お任

せ
しま

33
7

15
0
■
運
用
改
善
、シ
ステ
ム改

善
な
ど

30
8

17
0
■
サー
バ
運
用
・監
視

28
5

19
0
■
ネッ
トワ
ーク
の設

計
・設
定

26
2

11
1
【イ
ンフ
ラ・
運
用
エン
ジニ
ア】

37
9

13
1
【入
社
後
の業

務
】

33
6

15
1
・サ
ーバ

ー 運
用
、保

守
30

8
17

1
要
件
定
義
や
基
本
設
計
、詳

細
設

28
5

19
1
◎
受
託
開
発
案
件

26
2

11
2
入
社
後
の研

修
37

9
13

2
経
験
・ス
キル
に応

じて
担
当
しま
す
。

33
6

15
2
Ｐ
Ｊ
Ｔ
終
了
時
には

長
期
休
暇
を取

30
8

17
2
運
用
サポ
ート
業
務

28
3

19
2
■
シス
テム
運
用
エン
ジニ
ア

26
0

11
3
・ネ
ット
ワー
クの
管
理
・運
用

37
7

13
3
開
発
・イ
ンフ
ラ運

用
です

。
33

6
15

3
・シ
ステ
ム運

用
な
どを
担
当
して
いた

30
6

17
3
・Ｉ
Ｔ
企
画
立
案

28
2

19
3
担
当
業
務
：
サー
バ
ー構

築
業
務

25
7

11
4
◆
ネッ
トワ
ーク
・イ
ンフ
ラ保

守
37

6
13

4
【企
画
・開
発
業
務
】

33
3

15
4
・設
計
（
ネッ
トワ
ーク
、サ
ーバ

、シ
ス

30
6

17
4
・ク
ラウ
ドイ
ンフ
ラ設

計
27

8
19

4
■
シス
テム
の導

入
支
援

25
6

11
5
■
サー
バ
ー運

用
業
務

37
3

13
5
在
宅
勤
務
や
時
短
勤
務
な
どの
仕
組

33
2

15
5
皆
様
中
途
入
社
の方

です
。

30
6

17
5
自
社
シス
テム
の開

発
27

8
19

5
■
中
途
入
社
者
につ
いて
：

25
6

11
6
■
サー
ビス
開
発
・運
用

36
7

13
6
・社
内
イン
フラ
担
当

32
9

15
6
・運
用
改
善
提
案
な
ど

30
5

17
6
・シ
ステ
ム連

携
構
築

27
7

19
6
・社
内
サー
バ
構
築

25
6

11
7
エン
ジニ
アと
して
、業

務
に携

わ
りま

36
1

13
7
■
ネッ
トワ
ーク
機
器
の運

用
32

6
15

7
・運
用
構
築
／
運
用
改
善

30
1

17
7
・社
内
シス
テム
の開

発
27

6
19

7
■
各
種
シス
テム
運
用

25
5

11
8
展
開
をし
てい
る同

社
にて

35
9

13
8
◆
企
画
立
案
業
務

32
6

15
8
・ネ
ット
ワー
クシ
ステ
ムの
提
案

29
9

17
8
・Ｉ
Ｔ
環
境
構
築

27
5

19
8
■
社
内
イン
フラ
管
理

25
2

11
9
◇
自
社
内
開
発

35
8

13
9
・イ
ンフ
ラ設

計
、導

入
32

3
15

9
■
同
社
開
発
シス
テム
：

29
7

17
9
■
クラ
ウド
サー
ビス
開
発

27
3

19
9
経
験
に応

じて
、マ
ネジ
メン
トも
お任

25
2

12
0
・Ｉ
Ｔ
戦
略
立
案

35
3

14
0
具
体
的
な
仕
事
内
容

32
1

16
0
■
顧
客
への
提
案
業
務

29
7

18
0
■
基
幹
シス
テム
の開

発
27

1
20

0
【経
験
・ス
キル
を考

慮
】

25
1

職
種
名
　イ
ンフ
ラエ
ンジ
ニア

4-
3.
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No
.
代
表
文

出
現
件
数
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.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

1
す
るシ
ステ
ム運

用
な
ど

21
60

21
■
シス
テム
の導

入
、運

用
56

2
41

■
ネッ
トワ
ーク
、サ
ーバ

運
用

40
5

61
■
イン
フラ
運
用
業
務

31
2

81
■
各
種
シス
テム
運
用

27
4

2
シス
テム
保
守
・運
用

17
64

22
■
シス
テム
問
い合

わ
せ
対
応

56
2

42
社
内
Ｐ
Ｃ
管
理

40
2

62
■
サー
バ
運
用
業
務

31
2

82
※
業
務
は
社
内
で行

いま
す
。

27
3

3
■
シス
テム
運
用
業
務

16
30

23
シス
テム
の保

守
、開

発
54

1
43

●
ヘル
プデ
スク
、問

い合
わ
せ
対
応

39
2

63
◎
イン
フラ
運
用
・保
守

31
2

83
・サ
ーバ

ー運
用
、保

守
27

3
4
■
社
内
シス
テム
の運

用
15

89
24

な
どの
開
発
、運

用
、保

守
53

8
44

▼
基
幹
シス
テム
の管

理
38

3
64

■
サー
バ
ー構

築
・運
用

31
1

84
展
開
をし
てい
る同

社
にて

27
2

5
■
設
計
、設

計
に基

づく
構
築

14
26

25
・社
内
問
い合

わ
せ
対
応

53
2

45
・社
内
イン
フラ
の運

用
37

5
65

∟要
件
定
義
・設
計

30
9

85
・社
内
イン
フラ
担
当

27
1

6
■
ネッ
トワ
ーク
の構

築
／
構
築

12
45

26
【具
体
的
業
務
業
務
】

50
9

46
運
用
サポ
ート
業
務

37
5

66
■
同
社
の提

供
サー
ビス
：

30
9

86
■
同
社
の管

理
シス
テム
につ
いて
：

26
9

7
■
運
用
設
計
・運
用

11
18

27
入
社
後
の研

修
49

7
47

社
内
サポ
ート
業
務

36
4

67
■
導
入
、保

守
、運

用
30

7
87

・サ
ーバ

ー運
用
、管

理
26

8
8
・管
理
シス
テム
運
用

11
09

28
■
基
幹
シス
テム
の開

発
48

8
48

◎
障
害
対
応
業
務

36
2

68
・Ｉ
Ｔ
サポ
ート
業
務

30
5

88
■
社
内
シス
テム
のサ
ポー
ト

26
7

9
・基
幹
シス
テム
運
用

10
21

29
【シ
ステ
ム管

理
担
当
】

48
3

49
【入
社
後
の業

務
】

35
4

69
す
るた
めの
開
発

29
9

89
■
ヘル
プデ
スク
・運
用
・保
守

26
6

10
・社
内
シス
テム
管
理

89
9

30
・シ
ステ
ム運

用
サポ
ート

47
2

50
・基
幹
シス
テム
担
当

35
3

70
【開
発
担
当
業
務
】

29
7

90
●
社
内
イン
フラ
構
築

26
6

11
・シ
ステ
ム運

用
・構
築

88
1

31
運
用
・保
守
を担

当
しま
す
。

47
0

51
■
サー
バ
構
築
・運
用

35
1

71
・ネ
ット
ワー
クの
管
理
・運
用

29
7

91
-電
話
・メ
ール
問
い合

わ
せ
等

26
6

12
保
守
、運

用
業
務

84
5

32
・ヘ
ルプ
デス
ク対

応
業
務

45
2

52
■
シス
テム
トラ
ブル
対
応

34
3

72
・問
い合

わ
せ
メー
ル対

応
29

7
92

運
用
、障

害
対
応

26
5

13
■
社
内
シス
テム
担
当
とし
て

81
6

33
■
シス
テム
企
画
開
発

44
4

53
□
サー
バ
運
用
・保
守

33
9

73
■
社
内
イン
フラ
管
理

29
5

93
■
Ｐ
Ｃ
トラ
ブル
対
応

26
4

14
構
築
・運
用
・保
守

72
2

34
■
運
用
改
善
、シ
ステ
ム改

善
な
ど

44
3

54
・社
内
シス
テム
の改

善
33

1
74

・シ
ステ
ム運

用
監
視

29
5

94
・シ
ステ
ム監

視
業
務

26
3

15
メー
ル・
電
話
対
応

67
1

35
・イ
ンフ
ラ構

築
・運
用

43
4

55
■
シス
テム
イン
フラ
運
用

32
8

75
■
シス
テム
の導

入
サポ
ート

29
0

95
■
社
内
ヘル
プデ
スク
サポ
ート

26
2

16
・社
内
シス
テム
の開

発
66

9
36

下
記
何
れ
かの
業
務
を担

当
しま
す
。

43
0

56
シス
テム
担
当
とし
て、
ご担

当
いた
だき

32
5

76
・基
幹
シス
テム
の導

入
28

6
96

改
善
提
案
業
務

26
2

17
社
内
Ｓ
Ｅ
を担

当
しま
す
。

63
4

37
開
発
、運

用
業
務

42
4

57
■
同
社
開
発
シス
テム
：

32
3

77
顧
客
提
案
をす
るに
あた
り、

28
1

97
■
基
幹
シス
テム
の構

築
26

1
18

・シ
ステ
ム構

築
業
務

62
5

38
■
シス
テム
保
守
・管
理

42
2

58
■
要
件
定
義
から
運
用
まで

32
0

78
・運
用
・監
視
業
務

27
8

98
■
社
内
トラ
ブル
対
応

25
9

19
・ネ
ット
ワー
ク保

守
運
用

60
8

39
◆
Ｐ
Ｃ
に関

す
る問

い合
わ
せ
対
応

41
2

59
企
画
、開

発
、運

用
31

7
79

具
体
的
な
仕
事
内
容

27
8

99
▼
導
入
／
運
用
サポ
ート

25
7

20
社
内
シス
テム
構
築

57
3

40
・社
内
ヘル
プデ
スク
対
応

41
0

60
運
用
・社
内
ヘル
プデ
スク

31
6

80
■
サー
バ
運
用
・管
理

27
4

10
0
・シ
ステ
ム構

築
担
当
とし
て、

25
6

10
1
とし
てプ
ロジ
ェク
トに
参
画
す
る。

25
5

12
1
■
担
当
業
務
概
要

22
0

14
1
■
各
種
シス
テム
対
応

19
6

16
1
■
社
内
サー
バ
管
理

18
2

18
1
・イ
ンフ
ラ構

築
・保
守

16
4

10
2
サポ
ート
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

25
5

12
2
◎
イン
フラ
構
築
業
務

21
9

14
2
・お
客
様
の問

い合
わ
せ
対
応

19
6

16
2
・監
視
障
害
対
応

17
9

18
2
・保
守
運
用
、監

視
16

4
10

3
・開
発
要
件
定
義

25
3

12
3
・社
内
シス
テム
運
用
管
理

21
8

14
3
・顧
客
対
応
業
務
な
ど

19
6

16
3
■
既
存
シス
テム
の運

用
17

8
18

3
★
自
社
サー
ビス
の開

発
です

。
16

3
10

4
■
経
験
の浅

い方
25

2
12

4
■
社
員
から
の問

い合
わ
せ
対
応

21
7

14
4
■
シス
テム
改
善
提
案

19
4

16
4
要
件
定
義
～
導
入

17
8

18
4
スキ
ル・
経
験
に応

じて
お任

せ
しま
す
。

16
3

10
5
【イ
ンフ
ラ担

当
業
務
】

25
2

12
5
社
内
Ｓ
Ｅ
とし
て業

務
をい
ただ
きま
す

21
7

14
5
・シ
ステ
ムベ
ンダ
ー管

理
19

4
16

5
■
Ｐ
Ｃ
障
害
対
応

17
7

18
5
・保
守
運
用
、改

善
16

2
10

6
・シ
ステ
ム運

用
な
どを
担
当
して
いた
だ

25
2

12
6
■
シス
テム
、サ
ーバ

ー管
理

21
6

14
6
・社
内
のＰ

Ｃ
サポ
ート

19
4

16
6
サポ
ート
管
理
シス
テム
等

17
6

18
6
どち
らも
中
途
入
社
の社

員
です

）
16

1
10

7
【企
画
・開
発
業
務
】

25
0

12
7
・顧
客
問
い合

わ
せ
対
応

21
5

14
7
経
験
のあ
る方

19
4

16
7
◎
資
格
取
得
支
援

17
5

18
7
■
Ｐ
Ｃ
セッ
トア
ップ
と管
理

15
9

10
8
■
配
属
先
構
成
：

24
5

12
8
国
内
シェ
アも
トッ
プク
ラス
です

。
21

5
14

8
■
サー
バ
ー運

用
業
務

19
3

16
8
■
イン
フラ
ネッ
トワ
ーク
の管

理
17

4
18

8
□
ヘル
プデ
スク
、Ｉ

Ｔ
サポ
ート

15
9

10
9
社
内
Ｓ
Ｅ
をお
任
せ
しま
す
。

24
4

12
9
■
同
社
事
業
サー
ビス
：

21
3

14
9
・社
内
イン
フラ
保
守

19
2

16
9
■
Ｉ
Ｔ
シス
テム
のサ
ポー
ト

17
3

18
9
・シ
ステ
ム企

画
立
案

15
9

11
0
下
記
いず

れ
かの
担
当
をし
てい
ただ
きま

24
0

13
0
■
問
い合

わ
せ
・障
害
対
応

21
2

15
0
とし
ての
活
躍
を期

待
。

19
1

17
0
以
下
業
務
を担

当
しま
す
。

17
3

19
0
・Ｐ
Ｃ
及
び周

辺
機
器
の管

理
等

15
9

11
1
シス
テム
／
イン
フラ
構
築

23
8

13
1
▼
社
内
Ｉ
Ｔ
サポ
ート

20
8

15
1
■
ネッ
トワ
ーク
・サ
ーバ

管
理

19
0

17
1
■
シス
テム
運
用
部
門
：

17
2

19
1
・シ
ステ
ムの
構
築
、提

案
15

8
11

2
・社
内
サー
バ
ー管

理
23

7
13

2
■
ユー
ザー
問
い合

わ
せ
対
応

20
5

15
2
▼
シス
テム
の導

入
・開
発

19
0

17
2
開
発
業
務
を行

いま
す
。

17
2

19
2
・Ｉ
Ｔ
運
用
サポ
ート

15
8

11
3
◎
Ｉ
Ｔ
イン
フラ
運
用

23
6

13
3
・シ
ステ
ムの
設
計
・企
画

20
5

15
3
★
社
内
のヘ
ルプ
デス
ク業

務
も担

当
し

19
0

17
3
■
障
害
対
応
・ヘ
ルプ
デス
ク

17
0

19
3
■
ビジ
ネス
マナ
ー研

修
15

5
11

4
・ヘ
ルプ
デス
ク、
サポ
ート
業
務

23
5

13
4
■
ネッ
トワ
ーク
のサ
ポー
ト業

務
20

2
15

4
導
入
運
用
まで
の管

理
18

8
17

4
ヘル
プデ
スク
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

17
0

19
4
・Ｐ
Ｃ
キッ
ティ
ング
対
応

15
5

11
5
【配
属
部
署
名
】

23
3

13
5
入
社
後
の流

れ
20

2
15

5
管
理
、障

害
対
応
・管
理

18
8

17
5
■
トラ
ブル
対
応
（
ネッ
トワ
ーク
）

16
9

19
5
■
担
当
業
務
詳
細

15
4

11
6
【業
務
支
援
シス
テム
】

23
1

13
6
自
社
シス
テム
の開

発
20

2
15

6
●
仕
事
をす
る環

境
につ
いて

18
6

17
6
■
Ｉ
Ｔ
イン
フラ
構
築

16
9

19
6
■
サー
バ
構
築
業
務

15
3

11
7
（
シス
テム
構
築
）
を行

う。
23

1
13

7
■
導
入
およ
び操

作
指
導

20
0

15
7
＜
＜
構
築
、運

用
環
境
＞
＞

18
6

17
7
・障
害
時
対
応

16
8

19
7
スキ
ルに
応
じ業

務
をお
任
せ
しま
す
。

15
3

11
8
■
社
内
シス
テム
の問

い合
わ
せ

22
9

13
8
■
東
証
一
部
上
場
企
業

19
9

15
8
・シ
ステ
ム運

用
管
理
業
務

18
3

17
8
■
シス
テム
の導

入
支
援

16
7

19
8
・シ
ステ
ム管

理
全
般

15
3

11
9
■
シス
テム
企
画
・管
理

22
7

13
9
■
ネッ
トワ
ーク
・サ
ーバ

ー管
理

19
8

15
9
・ヘ
ルプ
デス
ク・
トラ
ブル
対
応

18
3

17
9
・保
守
、ト
ラブ
ル対

応
16

5
19

9
■
同
社
の事

業
拡
大
につ
いて
：

15
2

12
0
■
ネッ
トワ
ーク
、サ
ーバ

保
守

22
0

14
0
★
大
手
通
信
キャ
リア

19
8

16
0
■
担
当
業
務
：
情
報
シス
テム

18
2

18
0
■
サー
バ
ー／

ネッ
トワ
ーク
保
守

16
4

20
0
■
電
話
や
メー
ルで
のサ
ポー
ト

15
2

職
種
名
　ヘ
ル
プデ
スク

4-
3.
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No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

No
.
代
表
文

出
現
件
数

1
■
設
計
、設

計
に基

づく
構
築

15
8

21
■
セキ
ュリ
ティ
脆
弱
性
管
理

51
41

様
々
な
セキ
ュリ
ティ
を提

供
33

61
・セ
キュ
リテ
ィ企
画
と運
用

26
81

★
セキ

ュリ
ティ
開
発
エン
ジニ
ア

21
2
■
セキ
ュリ
ティ
診
断
（
脆
弱
性
診

14
2

22
■
セキ
ュリ
ティ
脆
弱
性
評
価

49
42

■
セキ
ュリ
ティ
ソリ
ュー
ショ
ン提

案
32

62
・セ
キュ
リテ
ィ教
育
の実

施
26

82
・サ
ーバ

ネッ
トワ
ーク
の脆

弱
性
診
断

21
3
■
運
用
設
計
・運
用

12
3

23
・セ
キュ
リテ
ィ対
策
の実

施
45

43
◇
セキ
ュリ
ティ
製
品
の選

定
・構
築

32
63

全
世
界
の社

員
数
は
約
８
７
０
名
で

26
83

・運
用
構
築
／
運
用
改
善

21
4
■
サイ
バ
ーセ
キュ
リテ
ィ対
策

10
5

24
あな

たの
スキ
ルや

志
向
・適
性
に応

40
44

■
サー
ビス
開
発
・運
用

31
64

全
世
界
１
５
ヶ国

に広
がる
本
支

26
84

※
ウイ
ルス
検
知
シス
テム
で検

知
され

た攻
撃
メー
ル

件
数

直
近

約
件

20
5
【セ
キュ
リテ
ィ構
築
運
用
】

10
5

25
す
るシ
ステ
ム運

用
な
ど

39
45

■
同
社
の提

供
サー
ビス
：

31
65

設
立
以
来
２
５
年
以
上
セキ
ュリ
ティ

26
85

※
同
社
ルー

ルで
即
時
対
応
の検

討
が必

要
とし
て 去

20
6
【セ
キュ
リテ
ィソ
リュ
ーシ
ョン
の導

入
】

89
26

セキ
ュリ
ティ
運
用

…
Ｉ
Ｔ
セキ
ュリ
ティ

39
46

・脆
弱
性
情
報
や
トレ
ンド
を常

に
31

66
イン
シデ
ント
の分

析
・対
応

25
86

※
金
融
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
のメ
ーリ
ング
リス
トの
やり
取
り…

20
7
■
デー
タマ
ネジ
メン
ト部

につ
いて
：

87
27

顧
客
提
案
をす
るに
あた
り、

39
47

以
下
業
務
を担

当
しま
す
。

30
67

・セ
キュ
リテ
ィソ
リュ
ーシ
ョン
の運

用
25

87
■
求
める
人
財
：

20
8
■
セキ
ュリ
ティ
運
用
監
視

81
28

■
セキ
ュリ
ティ
製
品
の選

定
・検
証
・

38
48

■
サイ
バ
ーセ
キュ
リテ
ィ強
化
の企

29
68

■
チー
ムマ
ネジ
メン
ト業

務
24

88
【Ｐ
ｗ
Ｃ
のサ

イバ
ーセ

キュ
リテ
ィサ
ービ
ス】

20
9
■
セキ
ュリ
ティ
診
断
サー
ビス

76
29

◎
セキ
ュリ
ティ
人
材
の育

成
38

49
スキ
ルア
ップ
を図

りた
い方

29
69

■
社
内
シス
テム
の運

用
24

89
その
ため

には
、シ
ステ
ムセ

キュ
リテ
ィに
関
する
高
度

知
識

バ
攻
撃

び
対
策

20
10

セキ
ュリ
ティ
診
断
業
務

74
30

■
社
内
セキ
ュリ
ティ
対
応

37
50

デー
タマ
ネジ
メン
トグ
ルー
プ

29
70

・セ
キュ
リテ
ィソ
リュ
ーシ
ョン
、サ
ービ
ス

24
90

など
の開

発
、運

用
、保

守
20

11
・セ
キュ
リテ
ィ製
品
の運

用
72

31
◇
脆
弱
性
への
対
応
判
断

37
51

デー
タマ
ネジ
メン
ト業

務
を担

当
しま

29
71

下
記
業
務
をお
任
せ
しま
す
。

24
91

サイ
バー

セキ
ュリ
ティ
担
当
とし
て業

務
を行

いま
す。

20
12

■
Ｗ
ｅ
ｂ
アプ
リケ
ーシ
ョン
診
断

62
32

■
シス
テム
セキ
ュリ
ティ
管
理

36
52

・サ
イバ
ーセ
キュ
リテ
ィに
関
す
るポ
リ

29
72

ネッ
トワ
ーク
セキ
ュリ
ティ
を守

るた
めの

23
92

サイ
バー

レス
ポン
スサ
ービ
ス

20
13

■
セキ
ュリ
ティ
脆
弱
性
対
応

61
33

◇
セキ
ュリ
ティ
施
策
の導

入
36

53
・メ
ガバ

ンク
とし
て金

融
業
界
のセ
キュ

29
73

・イ
ンフ
ラ構

築
・運
用

23
93

サイ
バー

攻
撃
につ

いて
は日

々
新
たな

手
法
が編

み
頻
度

高
20

14
■
ソリ
ュー
ショ
ン導

入
支
援

59
34

個
人
情
報
や
ネッ
トワ
ーク
セキ
ュリ
ティ

36
54

・国
内
外
のセ
キュ
リテ
ィ機
関
との
連

29
74

■
セキ
ュリ
ティ
関
連
等
の調

査
22

94
セキ

ュリ
ティ
対
策
技
術
の導

入
や安

定
運
用
のた

め
20

15
（
デー
タセ
キュ
リテ
ィ、
サイ
バ
ーセ

59
35

・セ
キュ
リテ
ィリ
スク
評
価

35
55

・運
用
・監
視
業
務

29
75

■
同
社
の事

業
拡
大
につ
いて
：

22
95

・情
報
漏
えい

対
策

20
16

・シ
ステ
ムセ
キュ
リテ
ィに
関
す
る対

応
57

36
■
イン
シデ
ント
対
応
体
制
構
築
支

34
56

・部
門
マネ
ジメ
ント
業
務

29
76

■
施
策
の立

案
～
実
行

22
96

当
部
とし
ても
、サ
イバ
ー攻

撃
に関

する
脅
威
情
報
・

20
17

■
セキ
ュリ
ティ
監
視
対
応

56
37

■
ネッ
トワ
ーク
の構

築
／
構
築

34
57

・部
門
マネ
ジメ
ント
経
験

29
77

サイ
バ
ーセ
キュ
リテ
ィ評
価

22
97

監
視
・分
析
業
務

20
18

■
同
社
での
サイ
バ
ーセ
キュ
リテ
ィ：

54
38

マネ
ジメ
ント
業
務
を担

当
して
いた
だ

34
58

■
セキ
ュリ
ティ
管
理
、運

用
27

78
・情
報
セキ
ュリ
ティ
監
視
・運
用

22
98

顧
客
のシ

ステ
ム全

体
を理

解
し、
最
新
のＩ

Ｔ
セ

動
向

踏
20

19
■
ネッ
トワ
ーク
セキ
ュリ
ティ
診
断

53
39

■
情
報
ログ
管
理
シス
テム
導
入
、構

33
59

とし
てプ
ロジ
ェク
トに
参
画
す
る。

27
79

・Ｉ
Ｔ
戦
略
立
案

22
99

■
情
報
セキ

ュリ
ティ
教
育
の実

施
19

20
◆
アプ
リケ
ーシ
ョン
の脆

弱
性
診
断

53
40

下
記
何
れ
かの
業
務
を担

当
しま
す
。

33
60

コン
サル
ティ
ング
サー
ビス
を提

供
しま

27
80

［
提
供
サー
ビス
内
容
］

22
10

0
■
情
報
セキ

ュリ
ティ
施
策
の運

用
19

10
1
▽
導
入
後
の運

用
、セ
キュ
リテ
ィイ
ンシ
デン
トの
検

知
び対

応
19

12
1
迅
速
な解

決
策
を提

供
しま
す。

18
14

1
セキ

ュリ
ティ
対
策
、管

理
16

16
1
緊
急
時
にお
ける
顧
客
への

連
絡
およ
びサ

ポー
ト対

応
15

18
1
マイ
ナン
バー

制
度
など
情
報
量
の増

加
によ
りセ

キ
リ

強
化
を行

う
ズは

高
ま

おり
ま

14
10

2
シス
テム
全
体
をお
任
せし
ます
。

19
12

2
２
０
１
６
年
４
月
１
日
から
東
京
電
力
株
式

デ
グ

パ
18

14
2
・営
業
の提

案
への

同
行

16
16

2
膨
大
な数

のユ
ーザ

ーが
日
々
、こ
れ
らの
サー

ビ
利
用
し

ます
15

18
2
・グ
ロー
バル

の経
験
がで

き、
最
先
端
の知

見
が

14
10

3
リク
ルー

トグ
ルー

プ全
体
のネ

ット
サー

ビス
や社

内
シ

19
12

3
Ｉ
Ｔ
コン
サル

タン
トと
して
のサ

ービ
ス提

供
業

務
事

18
14

3
・社
内
イン
フラ
の運

用
16

16
3
（
２
）
導
入
後
の運

用
、セ
キュ
リテ
ィイ
ンシ
デ

15
18

3
・セ
キュ
リテ
ィ診
断
の実

施
14

10
4
・外
部
委
託
先

19
12

4
■
同
社
製
品
を導

入
する
にあ
たっ
て

17
14

4
下
記
いず

れ
かの

担
当
をし
てい
ただ
きま
す。

16
16

4
（
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
概
観
・機
能
詳
細
：
ｈ
ｔ
ｔ

／
／

ｌ
ｊ

15
18

4
・同
部
署
では

セキ
ュリ
ティ
領
域
にお
ける
【ガ
バ

ナ
／
予
防
（

）
／
発
見

14
10

5
・Ｉ
Ｔ
リス
クマ
ネジ

メン
トプ
ロセ
スの
整
備
支
援

19
12

5
■
情
報
セキ

ュリ
ティ
ポリ
シー

策
定
支
援

17
14

5
別
枠
に記

載
の必

須
条
件
と併

せて
、

16
16

5
∟Ｆ

Ｗ
（
次
世
代
Ｆ
Ｗ
）
やＩ

Ｄ
Ｓ
／
Ｉ
Ｐ

14
18

5
・業
務
分
析
／
診
断

14
10

6
企
画
、開

発
、運

用
19

12
6
■
運
用
業
務
やセ

キュ
リテ
ィ対
策

17
14

6
展
開
をし
てい
る同

社
にて

16
16

6
■
シス
テム
運
用
部
門
：

14
18

6
・Ｉ
Ｔ
シス
テム
の立

案
14

10
7
最
新
のセ

キュ
リテ
ィ対
策
技
術
の導

入
や安

定
運
用

ど
19

12
7
◆
情
報
セキ

ュリ
ティ
関
連
管
理

17
14

7
■
セキ

ュリ
ティ
リス
ク管

理
の実

施
15

16
7
■
セキ

ュリ
ティ
ソフ
トウ
ェア
開
発

14
18

7
・Ｉ
Ｔ
企
画
立
案

14
10

8
■
サイ
バー

セキ
ュリ
ティ
演
習
の実

施
18

12
8
◆
課
題
解
決
へ向

けて
の提

案
17

14
8
■
新
設
背
景
とミ
ッシ
ョン
：

15
16

8
■
セキ

ュリ
ティ
対
応
・立
案

14
18

8
・Ｉ
Ｔ
戦
略
担
当

14
10

9
■
脆
弱
性
対
応
業
務

18
12

9
◇
パッ
チマ
ネジ

メン
トの
仕
組
み
刷
新

17
14

9
■
歓
迎
経
験
・ス
キル

15
16

9
■
セキ

ュリ
ティ
教
育
・啓
蒙

14
18

9
具
体
的
な仕

事
内
容

14
11

0
これ

まで
外
部
ベン
ダー
を使

用
せず

、グ
ルー

プ会
社

18
13

0
◇
事
故
発
生
時
の対

応
支
援
や通

報
窓
口
の

営
17

15
0
■
社
内
ツー
ルの

構
築

15
17

0
■
セキ

ュリ
ティ
業
界
の今

後
、働

き方
：

14
19

0
及
び情

報
セキ

ュリ
ティ
の構

築
、サ
イバ
ーセ

キュ
14

11
1
セキ

ュリ
ティ
対
策
の先

駆
者
とし
て、
先
進
技
術
を提

供
続

18
13

1
リク
ルー

トグ
ルー

プの
各
事
業
が新

しい
ビジ
ネ

に進
化
し

きま
す

17
15

1
●
社
内
イン
フラ
構
築

15
17

1
■
セキ

ュリ
ティ
製
品
の設

計
・導
入
等

14
19

1
各
種
認
定
取
得
支
援
のコ
ンサ
ルテ
ィン
グ業

務
が挙

げら
れ
ます

14
11

2
セキ

ュリ
ティ
領
域
は日

々
進
化
して
いく
ため

、
18

13
2
・サ
イバ
ーセ

キュ
リテ
ィ管
理
態
勢
の構

築
17

15
2
さら
にリ
クル
ート
グル
ープ
では

国
内
外
含
めて

約
２
万

千
人

従
業
員
が

ます
15

17
2
■
デジ

タル
フォ
レン
ジッ
クの
実
施

14
19

2
同
部
隊
が経

済
へ与

える
影
響
は大

きく
、社

会
を守

為
に存

在
しま
す

14
11

3
・イ
ンシ
デン
ト発

生
時
の対

応
18

13
3
・シ
ステ
ムセ

キュ
リテ
ィに
関
する
評
価

17
15

3
そこ
で２

０
１
４
年
４
月
、新

たに
セキ

ュリ
ティ

専
グ

プ
15

17
3
◆
サイ
バー

セキ
ュリ
ティ
管
理
プロ
セス
の整

備
14

19
3
国
際
的
会
計
事
務
所
であ

るデ
ロイ
トグ
ルー

プ
グ

バ
14

11
4
別
枠
記
載
の必

須
条
件
と併

せ、
以
下
の方

は歓
迎

18
13

4
・セ
キュ
リテ
ィ製
品
のサ

ポー
ト

17
15

4
リク
ルー

トグ
ルー

プで
は現

在
、２

０
０
を超

え
ネ
トサ

ビ
を展

開
15

17
4
◆
セキ

ュリ
ティ
アプ
ライ
アン
ス導

入
支
援

14
19

4
技
術
力
を身

に着
けつ
つ長

期
的
に就

業
した
い

方
には
大
変
魅
力
的
なポ

ジシ
す

14
11

5
各
発
電
や送

電
シス
テム
には

それ
ぞれ

シス
テム
担

18
13

5
標
的
型
攻
撃
分
析

17
15

5
リク
ルー

トグ
ルー

プの
セキ

ュリ
ティ
強
化
のた
めに プ

15
17

5
その
セキ

ュリ
ティ
商
品
を取

り扱
って
いた
だき
ま

14
19

5
本
ポジ

ショ
ンで
は、
弊
社
にお
ける
サイ
バー

セ
14

11
6
同
社
が情

報
セキ

ュリ
ティ
事
業
を開

始
した
のは

、イ
18

13
6
■
サイ
バー

セキ
ュリ
ティ
エン
ジニ
ア

16
15

6
・セ
キュ
リテ
ィ診
断
、対

応
支
援

15
17

6
また
同
社
の定

着
率
は９

９
％
を誇

り、
働
きや

が
14

19
6
汎
用
性
の高

いス
キル

を身
に着

ける
こと
が可

値
14

11
7
国
内
で標

的
にさ
れ
やす

い同
社
のセ

キュ
リテ
ィ要

先
端

対
策

18
13

7
■
シス
テム
運
用
業
務

16
15

7
・Ｉ
Ｔ
運
用
企
画

15
17

7
コン
サル

タン
トと
して
幅
広
い経

験
を積

むこ
とが

可
能

す
14

19
7
犯
罪
グル
ープ
、社

会
の歪

み
によ
って
もた
らさ

れ
国
家
が背

後
に潜

ん
とも
あり
ま

14
11

8
引
き続

き福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の責

任
18

13
8
■
情
報
セキ

ュリ
ティ
に関

する
企
画
、運

用
16

15
8
今
後
、ネ
ット
サー

ビス
を提

供
して
いる
企
業
と

ザ
情

15
17

8
サイ
バー

犯
罪
は日

本
の政

府
や事

業
会
社

14
19

8
経
営
者
への

提
案
から
、機

器
の設

定
まで
一

気
経

積
事
が

14
11

9
手
順
化
をし
なが

らも
、日

々
の変

化
に対

応
しな
が

運
18

13
9
■
新
セキ

ュリ
ティ
ルー

ルの
策
定

16
15

9
同
組
織
のミ
ッシ
ョン
はリ
クル
ート
グル
ープ
のセ

キ
リ

を最
高
位
レ
ルに
高
め
なお

か
そ

15
17

9
セキ

ュリ
ティ
全
般
に関

する
コン
サル

ティ
ング
を

担
当
し

ただ
きま
す

14
19

9
経
験
のあ

る方
14

12
0
検
証
、導

入
、運

用
構
築
を行

いま
す。

18
14

0
〔サ
イバ
ー／

情
報
セキ

ュリ
ティ
管
理
〕

16
16

0
情
報
セキ

ュリ
ティ
スペ
シャ
リス
ト試

験
15

18
0
セキ

ュリ
ティ
関
連
では

、業
界
を問

わず
、お
客

様
14

20
0
製
造
業
、流

通
、サ
ービ
ス業

をは
じめ
とす
るそ

他
産
業
分
野
にお

14

職
種
名
　セ
キュ
リテ
ィエ
ンジ
ニア

4-
3.

 代
表
文
一
覧

上
位

20
0位
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 職
種
の
類
似
相
関
関
係
図

各
職
種
の
代
表
文
の
中
で
出
現
件
数
が
多
い
単
語
か
ら
見
た
、
職
種
間
の
類
似
性
を
分
析

0204060IT
コ
ン
サ
ル

…

プ
ロ
グ
ラ
マ

イ
ン
フ
ラ

…
ヘ
ル
プ
デ

…

セ
キ
ュ
リ

…

企
画

05101520IT
コ
ン
サ

…

プ
ロ
グ
ラ
マ

イ
ン
フ
ラ

…
ヘ
ル
プ
デ

…

セ
キ
ュ
リ

…

要
件
定
義

05101520IT
コ
ン
サ

…

プ
ロ
グ
ラ
マ

イ
ン
フ
ラ

…
ヘ
ル
プ
デ

…

セ
キ
ュ
リ

…

設
計


イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア


ヘ
ル
プ
デ
ス
ク


セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア


IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


企
画
業
務
が
含
ま
れ
る
職
業


企
画
業
務
を
含
ま
な
い
職
業


プ
ロ
グ
ラ
マ
ー


イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア


セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア


IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


要
件
定
義
が
含
ま
れ
る
職
業


要
件
定
義
を
含
ま
な
い
職
業


プ
ロ
グ
ラ
マ
ー


イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア


ヘ
ル
プ
デ
ス
ク


セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア


IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


設
計
業
務
が
含
ま
れ
る
職
業


設
計
業
務
を
含
ま
な
い
職
業


プ
ロ
グ
ラ
マ
ー


ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

※
代
表
文
と
は
、
大
量
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
か
ら
特
定
の
意
味
を

含
む
文
書
を
高
速
に
検
出
し
た
も
の
で
す
。
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 職
種
の
類
似
相
関
関
係
図

02040608010
0

12
0

IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

プ
ロ
グ
ラ
マ

イ
ン
フ
ラ
エ
ン

ジ
ニ
ア

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

エ
ン
ジ
ニ
ア

開
発

0102030405060
IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
マ

イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ

ニ
ア

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ

ン
ジ
ニ
ア

運
用

業
務
内
容
文
の
中
で
出
現
件
数
が
多
い
単
語
か
ら
見
た
、
職
種
間
の
類
似
性
を
分
析


イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア


ヘ
ル
プ
デ
ス
ク


セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア


IT
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


開
発
業
務
が
含
ま
れ
る
職
業


開
発
業
務
を
含
ま
な
い
職
業


プ
ロ
グ
ラ
マ
ー


セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア


イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア


運
用
業
務
が
含
ま
れ
る
職
業


運
用
業
務
を
含
ま
な
い
職
業


プ
ロ
グ
ラ
マ
ー


ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

※
代
表
文
と
は
、
大
量
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
か
ら
特
定
の
意

味
を
含
む
文
書
を
高
速
に
検
出
し
た
も
の
で
す
。
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